
近
世
初
頭
に
お
け
る
京
都
町
衆
の
法
華
信
仰

80　（520）

藤

井

學

噸
【
要
憩
近
世
初
頭
の
京
都
町
衆
の
法
華
信
仰
に
つ
い
て
・
e
そ
の
綿
形
態
⇔
こ
の
墨
客
彼
等
の
生
活
や
意
識
に
如
何
に
投
影
さ
れ
る
か
を
紹
介

　
し
た
い
の
が
本
稿
の
趣
旨
で
あ
る
。
信
者
の
例
と
し
て
本
阿
弥
・
狩
野
・
後
藤
・
茶
屋
・
尾
形
・
佐
野
家
等
を
取
上
げ
る
。
彼
等
は
何
れ
も
代
表
的
な
京
都

　
上
層
町
衆
で
あ
り
、
宗
門
規
制
が
影
響
し
て
互
に
姻
戚
で
あ
り
、
一
族
「
皆
法
華
」
で
あ
っ
た
。
法
華
宗
寺
は
彼
等
「
潮
脚
」
団
結
の
精
神
的
支
柱
と
し
て

W
　
存
し
、
実
生
活
の
規
範
も
こ
こ
に
求
め
ら
れ
た
。
彼
等
は
宗
義
を
理
論
的
に
理
解
し
、
一
族
中
よ
り
碩
僧
を
輩
出
さ
せ
た
。
町
衆
は
教
化
す
る
側
に
上
昇
し

…
た
の
で
あ
・
．
本
阿
弥
票
支
配
讐
・
蓄
悲
・
峰
は
、
芸
術
叢
叢
で
あ
・
・
芝
町
衆
薯
の
箸
で
あ
・
、
住
民
箋
生
活
・
姦
・
葎

W
　
仰
生
活
を
送
り
、
此
地
は
法
華
経
支
配
の
地
域
一
「
常
寂
光
土
」
な
る
宗
義
無
意
義
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
町
衆
の
法
華
信
仰
或
は
そ
の
止
揚

…
蘂
饗
雛
鶴
鞭
嚢
過
分
に
含
み
乍
ら
峯
の
存
在
し
た
社
会
的
条
件
と
心
．
門
出
．
義
の
変
質
に
よ
．
額
質
的
変
化
を
遂
撚

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
、
　
「
今
般
日
蓮
党
充
昌
満
京
都
一
而
致
晶
悪
逆
こ
或
は
「
天
文
元
年
の
頃
京

　
　
　
　
　
　
鳳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
に
日
蓮
宗
繁
昌
し
て
、
毎
月
ニ
ケ
寺
三
ケ
寺
宛
寺
院
繊
来
し
、
京
中
大
方
題

　
鎌
倉
塾
代
最
末
期
、
日
像
に
よ
っ
て
京
都
に
伝
道
さ
れ
た
野
路
宗
は
そ
の
後

次
第
に
教
線
を
拡
張
さ
せ
て
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
応
仁
交
明
の
乱
前
後
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

そ
の
発
展
は
「
法
華
宗
一
門
建
立
の
盛
」
、
　
或
は
「
法
華
宗
繁
昌
驚
昌
耳
目
一
者

②也
」
と
言
わ
れ
、
世
人
の
瞳
目
す
る
所
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
京
都
を
中
心
に
蜂

起
し
た
法
華
一
揆
が
最
盛
を
極
め
た
天
文
初
年
の
頃
（
一
五
三
二
一
一
五
三
六
）

　　　　　　　　s．vs．　　　　　　’L　StVS”　　　　　vVW　　　vwv’　VL．VVwt

　
　
　
　
　
④

目
の
巷
と
な
り
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
。
か
か
る
法
華
宗
の
発
展
を
支
え
た
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

的
基
盤
は
、
す
で
に
私
見
を
述
べ
た
如
く
、
洛
内
富
裕
町
衆
を
中
心
と
す
る
都

市
商
工
人
信
徒
と
、
洛
内
法
華
宗
本
山
の
末
寺
が
存
在
し
た
諸
国
の
在
地
有
力

土
豪
・
武
士
に
率
・
い
ら
れ
た
地
方
信
徒
の
支
援
に
基
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
か

か
る
意
味
に
於
て
、
本
稿
で
は
、
室
町
時
代
中
頃
以
来
京
都
町
衆
の
宗
教
の
い
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わ
ば
主
流
的
地
位
に
あ
っ
た
法
華
信
仰
に
つ
い
て
、
具
体
的
諸
家
を
あ
げ
、
史

料
的
に
解
明
が
可
能
な
近
世
初
頭
を
中
心
に
、
受
容
岩
の
立
場
よ
り
そ
の
信
仰

生
活
の
実
態
を
解
明
し
、
更
に
は
近
世
初
頭
の
京
都
町
衆
の
意
識
の
中
に
こ
の

法
華
信
仰
が
如
何
に
投
影
さ
れ
て
行
っ
た
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

＠＠＠＠o

「
蔭
涼
軒
日
録
」
、
文
正
元
年
壬
一
一
月
十
八
日
条
。

「
宣
灰
陶
記
」
、
方
く
旧
四
十
一
二
盆
丁
一
二
β
〃
臨
嵐
山
ハ
ロ
μ
盈
小
。

京
都
「
阿
刀
文
書
」
、
天
文
五
年
「
三
皇
衆
議
条
々
」
。

「
昔
日
北
華
録
」
巻
中
。

拙
、
稿
「
西
國
を
中
心
と
し
た
室
町
期
法
華
教
団
の
発
展
」

学
」
　
六
巻
一
ロ
万
所
収
）
　
参
昭
…
。

二

（「

ｧ
教
史

　
　
一
、
男
他
宗
ニ
テ
女
性
当
宗
ナ
ラ
バ
、
何
回
も
す
つ
へ
か
ら
す
、
男
当
宗
に

　
　
て
女
性
他
宗
ナ
ラ
バ
、
三
年
迄
ハ
可
レ
概
、
其
過
ハ
可
レ
放
＝
門
徒
一
事

　
　
一
、
他
宗
の
人
入
三
二
な
り
来
を
も
可
レ
成
二
当
宗
一
（
後
略
）

、
右
二
箇
条
は
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
、
　
京
都
本
能
寺
・
尼
崎
本
興
寺
両
三
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

山
で
あ
っ
た
日
隆
が
規
定
し
た
門
流
信
心
法
度
十
三
箇
条
の
中
に
み
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
日
隆
は
室
町
期
法
華
宗
の
代
表
的
碩
僧
且
つ
弘
通
僧
で
あ
る
。
宝

徳
三
年
（
一
四
五
一
）
と
い
え
ば
、
彼
が
中
世
港
市
尼
崎
に
本
興
寺
を
創
建
し

た
と
伝
え
ら
れ
る
応
永
廿
七
年
（
｝
四
二
〇
）
か
ら
は
滑
年
余
、
ま
た
六
角
室

町
の
小
袖
屋
二
尊
・
尼
崎
塩
辛
某
等
の
防
護
に
よ
っ
て
菖
蒲
寺
（
の
ち
本
能
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
開
創
し
た
永
享
元
年
（
　
四
二
九
）
よ
り
は
昔
年
を
経
た
の
ち
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
彼
の
門
流
が
京
都
・
尼
崎
の
都
島
を
中
心
に
一
応
の
発
展
を
終
え
た
と

推
定
出
来
る
時
期
で
も
あ
る
。
こ
の
信
心
法
度
の
内
容
は
誘
法
寺
社
参
詣
の
禁

に
始
ま
り
、
ま
た
そ
の
内
に
は
「
他
宗
之
功
徳
風
呂
へ
添
木
ナ
ソ
ド
シ
テ
モ
、

惣
シ
テ
不
レ
可
レ
入
、
此
方
へ
も
他
宗
之
人
々
を
不
レ
可
レ
重
刷
と
、
信
者
の
日
常

生
活
の
細
部
に
ま
で
規
定
は
及
ん
で
い
る
が
、
こ
の
法
度
全
体
を
一
貫
す
る
指

標
は
、
信
徒
の
誘
法
行
為
の
徹
底
的
淘
汰
に
あ
っ
た
。
か
か
る
意
味
で
規
定
さ

れ
た
こ
の
法
度
の
申
で
特
に
注
視
し
た
い
の
は
最
初
に
あ
げ
た
二
箇
条
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
信
徒
の
婚
姻
に
お
い
て
、
法
華
信
者
同
士
の
時
は
問
題
は

な
い
が
、
男
信
徒
が
異
信
徒
を
妻
に
す
る
場
合
は
三
年
の
期
隈
内
に
妻
を
改
宗

さ
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
女
信
徒
は
養
子
縁
組
の
場
合
の
み
で
は
あ
っ
た
が
、

そ
の
夫
を
宗
門
に
帰
依
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
条
件
に
欠
け
れ
ば
信
徒
資

格
を
失
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
隆
門
流
に
於
て
、
夫
婦
共
に
法
華
宗
信
者
で

あ
る
と
い
う
夫
婦
同
信
の
形
態
が
信
徒
資
格
の
基
本
的
条
件
の
一
つ
と
し
て
要

求
さ
れ
て
い
た
事
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
こ
の
夫
婦
同
信
な
る
信
徒
資
格
は
必
ず
し
も
日
田
門
流
に
限
る
も
の
で
は
な

い
。
応
永
廿
年
（
一
四
…
三
）
、
　
京
都
妙
覚
寺
住
持
日
成
等
が
規
定
し
た
「
妙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

覚
寺
真
俗
異
躰
同
心
法
度
事
」
の
第
五
条
に
も
、
　
「
縦
難
レ
二
一
其
夫
儒
者
↓
其

妻
不
受
持
者
、
三
箇
年
之
間
者
其
小
師
無
＝
間
断
一
可
レ
加
回
教
誠
嚇
猶
魁
首
＝
信

順
之
儀
一
者
、
夫
婦
共
可
レ
捨
実
事
、
」
と
見
え
、
ま
た
永
享
十
年
（
一
四
三
八
）

81 （521）



本
法
春
蚕
親
は
「
折
伏
正
義
紗
」
の
中
で
、
中
山
法
華
経
寺
末
寺
の
寺
主
謙
虚

が
家
内
に
漁
法
者
を
扶
持
し
て
い
る
事
を
誘
法
行
為
と
し
て
非
難
し
て
い
る
。

か
く
述
べ
て
来
れ
ば
法
華
宗
の
民
衆
受
容
に
於
て
は
、
一
家
申
に
直
入
だ
け
が

信
者
で
あ
る
と
い
う
例
外
的
な
形
態
を
除
け
ば
、
夫
婦
・
一
家
・
一
族
す
べ
て

法
華
宗
信
者
な
る
形
態
が
、
室
町
時
代
初
期
よ
り
、
何
れ
の
門
流
を
問
わ
ず
、

　
　
　
　
　
　
④

　
本
阿
弥
家
憲
系

　
　
妙
本
…
…
…
…
…
…
（
一
二
　
代
略
）
…
…
…
…
…
…
妙
　
　
　
寿

…　ITmu
光
永
墾

聖心
　1

疾
麟
お
瀬
　
隅
蹴
認

一
光
　
　
ニ
ー

　　室

藷鱗豪
搬　　　裟春
　　　　男

＝
二
郎
兵
衛
家
…

1
光
　
　
刹
1

　
、
天
正
九
裟
■

二
水
十

1　1　1
光女女　鵜駈
四悦霊酋欝

剰　室
　

光
　
　
　
　
瑳

　
　
実
ハ
片
嗣
氏

　
　
寛
永
十
四
破

　
室
三
山

　
　
光
徳
女

－
女
（
妙
潤
）

　
　
　
忠
英
室

卜
女
（
妙
山
）

　
　
光
瑳
室

一
旨
－
－
－
一
馳
－
：
…
ー
ー
本

　
室
妙
得

　
　
光
刹
女

一
宗
　
　
知

片
岡
六
左
衛
門

　
旨
　
　
　
　
言
一

　
、
フ
　
　
　
　
一
F
　
　
　
　
ぶ
ノ

　
　
天
和
二
狡
　
　
　
　
元
禄
九
披

　
室
妙
了
　
　
　
室
妙
泉

　
　
帝
室
女
　
　
　
　
光
温
女

一
日
　
　
允

　
　
妙
覚
・
本
法
寺

　
　
住
持

信
者
に
対
し
て
要
求
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
宗
門
側
よ
り
の
要
求
は
、
法
華
宗
が
急
激
に
発
展
し
た
中
世
末
期
よ
り
近
世

初
頭
に
か
け
て
は
、
信
徒
間
に
更
に
徽
廉
し
、
宗
門
の
も
つ
排
他
的
性
格
と
粗

侯
っ
て
、
彼
等
の
間
に
同
塁
間
に
お
け
る
婚
姻
が
よ
り
普
遍
的
に
行
わ
れ
て
い

た
と
容
易
に
推
察
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
本
法
寺
梗
越
本
阿
弥
家
を
例
と
し
て
、

　　

@　

齟
i
目
そ
輪
鯵
縫
獣
本
鴇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
族
闘
の
婚
姻
が
非
常
に
多
い
事
で
あ
る
。
嫡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
光
刹
の
娘
奉
謝
と
光
悦
、
光
悦
の
姉
妙
光

自
　
　
債
．
・
一
光
　
　
通

　
　
　
　
　
　
　
江
戸
移
住

　
　
　
　
　
　
　
光
甫
八
男

うし

昧
　

1
光
　　1　一r”’　’nvll’rml’　・

　　光光　室　光　女
　　　　　灘葺漿　光露

伯益栄野纏室勤
　　一　女．＿聖1
　　1　　1　　1
室光葦
馨

婁的

　　　l　l
室光　女
灘霜　協
嫁聡徳羅
　一・一　・nvlI

女

鵠
竃
　t
女
光（
伝単
室搬

v

室光
四
温
　温
@
i
l光
．

達

と
光
徳
、
光
瑳
と
龍
山
、
光
甫
と
妙
了
な
ど

そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
光
悦
の
実
母

妙
秀
が
同
族
間
の
結
婚
を
家
訓
と
し
て
主
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

し
た
こ
と
に
基
く
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
回

．
的
が
本
阿
弥
家
職
－
本
阿
弥
三
事
（
刀
剣

鑑
定
・
磨
薦
・
浄
拭
）
i
の
伝
統
的
技
術

保
全
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
阿
弥
一
門
は

後
述
す
る
如
く
本
法
寺
門
徒
で
あ
っ
た
故
に
、

こ
の
同
族
結
婚
は
法
華
信
者
同
士
の
同
信
結

婚
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
同
族
以
外
の
婚
姻
先

82　（522）
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④

ど
し
て
尾
形
・
茶
屋
・
後
藤
・
片
岡
の
諸
氏
が
あ
る
が
、
こ
れ
等
諸
氏
は
何
れ

も
近
世
初
頭
に
は
、
後
述
す
る
如
く
本
国
・
妙
顕
・
東
漸
・
妙
覚
寺
の
有
力
信

者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
諸
氏
が
こ
の
頃
の
京
都
上
層

町
衆
と
し
て
、
本
阿
弥
家
と
家
格
・
財
政
が
頷
領
す
る
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
証

す
る
と
共
に
、
都
市
法
華
信
徒
の
閥
に
同
信
結
婚
が
広
く
行
わ
れ
て
い
た
事
を

物
語
る
と
言
い
得
よ
う
。
以
下
か
か
る
婚
戚
関
係
を
念
頭
に
置
き
乍
ら
、
こ
れ

ら
請
家
の
法
華
信
仰
を
具
体
的
に
見
て
行
き
た
い
。

　
①
②
　
本
能
寺
所
蔵
「
両
山
畑
譜
扁
一
。

　
③④⑤⑥

岡
山
県
御
津
町
本
覚
寺
交
書
。
元
和
九
年
極
月
廿
八
日
　
日
奥
自
筆

「
妙
覚
寺
法
式
」
。
こ
の
中
に
目
成
の
応
永
の
法
度
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

本
法
寺
所
蔵
「
本
阿
弥
本
家
憲
郎
兵
衛
家
譜
」
・
山
城
片
岡
文
書
「
片

岡
氏
家
系
」
。
「
後
藤
系
図
」
・
「
茶
屋
系
譜
」
等
よ
り
作
製
し
た
。

「
本
阿
弥
行
状
記
」
（
正
木
篤
三
氏
著
「
本
阿
弥
行
状
記
と
光
悦
」
所

収
）
第
五
段
。
、

片
岡
氏
が
法
華
宗
で
あ
っ
た
こ
と
は
片
岡
治
太
夫
く
天
正
三
二
。
光
悦

の
祖
父
）
の
法
名
が
「
宗
春
日
湘
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
又
、
岡
家
の
墓

地
が
光
悦
寺
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

三

　
後
藤
…
氏
は
足
利
義
政
に
重
用
さ
れ
た
彫
金
の
名
誉
祐
乗
を
祖
と
し
、
代
々
彫

金
の
家
職
を
以
て
室
町
幕
府
或
は
禁
裡
の
御
用
を
勤
め
、
殊
に
近
世
初
頭
の
徳

乗
・
長
乗
の
頃
に
は
、
従
来
の
彫
金
の
家
職
に
加
え
て
秀
8
7
口
よ
り
分
銅
大
判
の

役
を
下
命
さ
れ
、
一
族
こ
れ
に
従
事
し
て
京
都
三
長
考
の
一
家
と
し
て
栄
え
た

家
で
あ
る
。
現
在
京
都
大
学
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
「
後
藤
文
書
」
は
、
こ
の
後

藤
氏
一
族
の
覚
乗
を
組
と
す
る
勘
兵
衛
家
（
二
三
後
藤
）
の
記
録
で
あ
り
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
中
に
数
種
の
系
譜
を
債
え
て
い
る
。
い
ま
こ
れ
ら
諸
系
譜
よ
り
近
世
初
頭
の

後
藤
家
の
血
縁
関
係
を
鳥
距
に
し
て
示
せ
ば
次
頁
の
如
く
で
あ
る
。

　
こ
の
略
序
に
よ
れ
ば
同
家
の
場
合
も
本
阿
弥
家
と
同
様
に
一
族
間
の
婚
姻
が

非
常
に
多
く
行
わ
れ
、
ま
た
近
世
初
頭
の
頃
の
濃
い
姻
戚
と
し
て
、
後
述
す
る

絵
師
狩
野
家
と
本
阿
弥
家
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
後
藤
氏
の
法
華
宗
帰
依
に
つ
い
て
は
す
で
に
私
見
を
述
べ
た
こ
と
も
山
6
9
る
が
、

要
す
る
に
同
氏
は
近
世
初
頭
の
光
乗
・
徳
日
の
頃
（
永
禄
…
寛
永
頃
）
、
　
一
族

す
べ
て
妙
覚
寺
日
典
・
日
野
に
帰
依
し
、
特
に
妙
覚
寺
日
奥
の
不
受
不
施
理
論

展
開
に
お
い
て
、
幕
府
弾
圧
下
の
日
曝
を
外
護
し
、
そ
の
基
盤
と
も
な
っ
た
の

で
あ
る
。
殊
に
元
乗
の
干
は
一
門
の
帰
依
し
た
妙
覚
寺
に
入
寺
し
、
住
門
院
日

定
と
し
て
日
奥
の
高
弟
で
あ
っ
た
が
、
か
か
る
檀
那
寺
へ
の
子
孫
入
寺
の
風
潮

は
後
述
す
る
本
阿
弥
・
尾
形
家
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
町
衆
信
徒
と

法
華
宗
の
強
靱
な
関
係
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
い
得
よ
う
。

　
後
藤
氏
と
姻
戚
に
あ
っ
た
狩
野
氏
は
「
狩
野
五
家
譜
」
等
に
よ
れ
ば
応
仁
の

頃
、
初
代
正
信
が
本
貫
地
伊
豆
狩
野
よ
り
入
洛
し
て
将
軍
義
政
に
近
侍
し
、
そ

の
の
ち
画
を
家
職
と
し
て
光
信
（
蕉
信
男
）
・
宗
信
（
元
信
長
男
）
・
直
信
（
元

信
二
男
）
・
永
徳
（
直
信
男
）
と
続
き
、
狩
野
辻
子
（
新
町
通
艮
今
出
川
下
ル
徳
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後
藤
家
略
系

　　乗

纏
舞孫信

二
郎
兵
蟹
一

一
光
　
　
乗
1

　
　
　
元
和
六
裟

　
　
室
妙
乗

　
　
　
室
家
不
明

一
女
（
妙
満
）

　
狩
野
元
信
嫁

1
．
徳
　
　
乗

　
　
寛
永
八
達

　
室
妙
貞

　
　
本
阿
弥
光
温

　
　
養
女
笑
ハ
下

　
　
女

　
室
妙
工

下温

1

顕
理
兵

E

隣室室　栄

乗欝整蓮

一
1程

室
室

髄蔓乗

　　　　　l　l
三二　女　女
覆欝1乗鍵鍵

F
顕

　
　
魔
丈
三
裟

　
室
妙
幸
・
妙
顕

　
　
長
命
女

1
女
（
二
二
）

　
　
本
阿
弥
光
利
心

慮
乗
痢
丑
妙
教
乗
刷
嬬
（
妙
仙
）

　　　　　華霊養精韓撃乗
伝室石
　＿妙
棄山

回聯想

上盤1

　1　［
女室立

、
廉
　
　
乗

　
　
　
　
乗

　
室
妙
程

　
　
本
阿
弥
光
利
女

1
寛
　
　
乗

　
　
実
ハ
瀞
野
氏
信
男

　
　
乗

　
…
嘉
兵
衛
家

－
元
－
、
一
、
乗
μ

　
　
慶
畏
七
狡

　
室
妙
元

「
三
雲
益
信

　
　
覚
乗
二
養
育
サ
ル

　
　
狩
野
蝶
幽
養
子

「
女一
　
股
乗
室

［
演
　
乗

　
　
元
禄
六
破

　
室
妙
演

　
　
　
般
乗
室

大
寺
殿
町
）
は
近
世
初
頭
の
同
家
暦
宅
跡
と
像
え
て
い
る
。
同
氏

が
法
蕪
・
宗
信
者
で
あ
っ
た
事
は
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
殿
し
た

初
代
正
信
よ
り
永
徳
ま
で
の
墓
が
妙
覚
寺
に
現
存
し
、
ま
た
同
家

譜
・
妙
覚
寺
過
去
帳
に
見
え
る
法
名
が
法
華
宗
特
有
の
も
の
で
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
も
首
肯
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
従
っ
て
狩
野
氏
は

後
藤
氏
が
妙
覚
寺
に
帰
依
す
る
以
前
よ
り
同
寺
の
外
護
者
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
両
家
の
姻
戚
関
係
を
具
体
的
に
説
明
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
③

後
藤
系
図
の
一
本
に
、
光
乗
妹
に
し
て
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）

に
残
し
た
妙
清
の
項
に
「
狩
野
法
限
元
信
嫁
」
と
註
記
が
あ
る
。

享
年
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
妙
清
の
生
年
は
不
明
で
あ
る
。
た

だ
手
懸
と
な
る
の
は
兄
光
乗
の
生
残
年
で
あ
っ
て
、
同
系
図
に
は

コ
兀
和
六
年
三
月
十
四
日
九
十
二
歳
卒
」
と
あ
る
。
逆
算
す
れ
ば

三
乗
の
生
年
は
享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
と
推
定
さ
れ
る
。
古
法

眼
元
信
の
生
年
は
狩
野
五
家
譜
に
よ
る
と
交
明
八
年
（
一
四
七
六
）

と
あ
り
、
ま
た
覆
年
は
妙
覚
寺
の
墓
面
に
よ
れ
ば
、
　
「
永
禄
二
年

十
月
六
日
」
と
あ
る
。
光
乗
帯
歳
の
時
で
あ
る
。
妙
清
の
生
年
が

光
乗
と
あ
ま
り
相
隔
て
ぬ
と
す
れ
ば
元
信
と
の
婚
姻
は
可
能
で
あ

る
が
、
他
証
が
な
い
だ
け
に
不
安
が
な
い
で
も
な
い
。
ま
た
狩
野

一
漢
（
寛
文
二
年
残
）
著
「
丹
青
若
木
集
」
に
収
め
ら
れ
た
狩
野

氏
系
図
と
弁
玉
集
（
蘭
交
十
一
年
編
）
の
元
信
妹
の
項
に
は
「
後
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近世初頭における京都田r衆の法華信仰（藤井）

藤
光
漆
室
」
・
「
後
藤
光
乗
母
」
と
そ
れ
ぞ
れ
註
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
註
記
に

合
致
す
る
記
事
は
前
述
の
後
藤
系
図
諸
本
に
み
ら
れ
ず
、
ま
た
手
証
も
な
い
が
、

と
も
あ
れ
か
か
る
両
家
系
譜
の
記
事
は
元
信
・
光
乗
の
頃
の
両
氏
に
密
接
な
血

縁
と
関
係
が
在
っ
た
と
推
定
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
前
掲
し
た
後
藤
略
系
に

よ
つ
て
も
み
ら
れ
る
如
く
、
そ
の
後
も
両
家
は
盛
に
婚
姻
を
結
び
、
殊
に
駿
河

台
狩
野
の
祖
と
し
て
名
高
い
鱗
雲
（
帽
章
養
子
）
は
長
乗
の
孫
、
目
貫
後
藤
家

の
祖
覚
乗
に
は
甥
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

　
後
藤
家
と
本
阿
弥
家
の
関
係
を
み
る
と
、
徳
乗
の
娘
妙
室
に
つ
い
て
、
後
藤

　
　
　
　
　
　
④

系
図
の
一
本
に
は
、
　
「
本
阿
弥
光
室
嫁
、
明
暦
三
年
十
［
月
廿
五
日
死
」
と
註
記

が
あ
る
。
こ
れ
を
本
法
寺
所
蔵
「
本
阿
弥
本
家
三
郎
兵
衛
家
譜
」
と
対
比
す
れ

ば
、
光
室
の
室
正
樹
院
妙
室
日
掛
の
残
年
月
日
と
合
致
し
、
綿
業
の
室
が
徳
乗

の
娘
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。

　
後
藤
・
本
阿
弥
・
狩
野
三
家
の
こ
の
よ
う
な
濃
い
姻
戚
の
関
係
は
、
そ
の
家

職
・
家
系
の
類
似
性
、
或
は
そ
の
信
仰
の
共
通
性
と
相
倹
っ
て
、
更
に
そ
の
日

常
生
活
や
芸
術
創
作
の
過
程
の
中
に
影
響
し
て
行
っ
た
で
あ
ろ
う
と
は
容
易
に

想
定
で
き
る
所
で
あ
る
。
例
え
ば
後
藤
長
乗
は
歌
道
・
香
道
・
茶
道
に
長
じ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

「
本
阿
弥
光
悦
茶
道
ノ
真
友
ナ
リ
」
と
伝
え
ら
れ
、
ま
た
光
乗
と
古
法
眼
元
信

と
の
交
友
は
、
　
「
後
藤
家
譜
」
の
中
に
「
古
法
眼
狩
野
元
信
同
時
居
亦
相
野
、

元
信
毎
絵
一
図
軍
使
光
乗
評
論
之
…
（
中
略
）
…
光
乗
亦
欲
鍋
刻
人
形
花
鳥
、

期
先
使
元
信
絵
其
図
解
依
其
様
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
尾
形
氏
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。
光
悦
の
姉
法
秀
の
嫁
し
た
尾
形
道

柏
の
家
は
、
そ
の
曾
孫
に
光
琳
・
乾
山
が
出
た
こ
と
よ
り
、
先
学
の
研
究
も
進

ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
研
究
は
茶
山
の
窩
小
西
彦
右
衛
門
家
に
伝
わ
っ
た
諸
種
の

系
譜
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
同
家
は
道
開
の
父

新
三
郎
伊
春
の
代
に
上
洛
し
て
足
利
義
昭
に
近
侍
し
、
義
昭
没
落
と
共
に
道
柏

の
代
は
一
時
零
落
し
た
が
、
そ
の
子
宗
伯
の
頃
に
は
雁
金
屋
と
称
し
て
染
織
業

を
い
と
な
み
、
崇
源
院
（
秀
忠
室
）
　
・
東
福
門
院
し
淀
君
の
御
呉
服
用
達
を
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

め
、
富
裕
な
京
都
商
家
に
成
長
し
て
い
た
。
略
系
に
示
せ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
尾
形
軽
量
累

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日
　
　
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
禄
二
裟

伊
　
　
春
一
－
道
　
　
柏
t
・
一
宗
　
　
柏
ー
ー
宗
　
　
謙
　
　
、
藤
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寛
永
八
披
　
　
　
　
貞
享
四
破

元
亀
四
孜
　
　
　
　
慶
長
四
残

　
　
　
　
　
室
法
秀

　
　
　
　
　
　
光
悦
姉

　　日

覆
養饒

I　I
乾　　光

琳山

　
尾
形
氏
の
法
華
宗
帰
依
は
道
柏
夫
妻
以
後
の
墓
が
妙
顕
寺
に
現
存
す
る
こ
と

で
す
ぐ
首
肯
で
き
る
所
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
日
饒
（
道
柏
男
・
光

悦
甥
）
・
日
意
（
宗
長
男
・
光
琳
三
山
の
伯
父
）
と
一
族
に
法
華
僧
が
み
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
日
量
は
頂
妙
寺
住
持
と
な
っ
た
高
僧
で
あ
り
、
ま
た
日
収
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

門
の
帰
依
し
た
妙
顕
寺
十
三
世
類
書
院
日
饒
で
あ
っ
て
、
そ
の
開
基
し
た
妙
顕

寺
塔
頭
興
思
潮
を
尾
形
氏
は
菩
提
所
と
し
た
の
で
あ
る
。
貞
享
四
年
（
～
六
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

七
）
死
去
し
た
宗
謙
は
藤
三
郎
・
光
琳
・
乾
山
の
三
子
に
財
産
を
分
与
し
た
が
、
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そ
の
臨
雁
金
屋
を
継
い
だ
藤
三
郎
は
、
財
産
分
与
に
就
い
て
「
両
人
之
弟
共
へ

少
も
申
分
無
」
き
旨
の
請
状
を
呈
し
た
が
、
そ
の
宛
名
は
前
述
の
伯
父
頂
妙
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

日
意
と
菩
提
所
興
善
院
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
は
京
都
町
衆
儒
徒
の
生
活
規

範
が
、
そ
の
帰
依
し
た
宗
数
的
権
威
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
と
、
ま
た
尾
形
氏

　
に
お
け
る
法
輩
宗
帰
依
の
深
度
を
も
物
語
っ
て
い
る
と
言
い
得
よ
う
。

　
後
藤
∵
角
倉
氏
ど
北
ハ
に
近
世
初
頭
《
京
都
三
長
者
の
一
家
と
し
て
栄
え
た
茶

屋
家
は
、
林
屋
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
足
利
将
軍
家
と
関
係
深
き
所
債
を
も
ち
、

初
代
四
郎
次
郎
清
延
の
代
よ
り
家
康
に
近
侍
し
て
、
の
ち
に
将
軍
家
呉
服
用
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
と
な
っ
て
糸
割
符
制
度
の
実
施
に
関
係
し
た
富
商
・
政
商
の
家
で
あ
っ
た
。

　
茶
屋
氏
と
宗
門
の
関
係
は
、
　
「
両
山
妻
譜
」
の
中
に
天
交
法
華
乱
の
法
華
方

大
将
と
し
て
、
本
阿
弥
・
後
藤
と
並
ん
で
「
後
藤
、
本
阿
三
、
茶
量
、
野
本
等

旦
那
里
下
三
千
鯨
、
西
陣
東
野
ヲ
支
タ
リ
」
と
費
え
る
の
が
初
見
で
あ
る
が
、

．
こ
の
茶
屋
が
四
郎
次
郎
家
で
あ
る
か
或
は
ま
た
別
家
で
あ
る
か
詳
で
な
い
。
茶

屋
家
の
法
華
宗
帰
陣
は
、
四
郎
次
郎
家
に
伝
わ
っ
た
「
茶
屋
家
譜
」
を
見
る
こ

　
と
に
よ
っ
て
よ
り
分
明
と
な
っ
て
来
る
。
す
な
わ
ち
同
家
譜
に
よ
っ
て
法
名
を

　
み
る
と
、
　
「
久
本
上
清
廷
日
豊
」
　
（
初
代
清
延
）
・
「
仙
円
心
妙
清
日
寿
」
（
清

　
延
妻
）
・
「
久
成
院
消
忠
日
経
」
　
（
二
代
清
忠
）
・
「
円
応
院
長
斜
日
是
」
（
清

　
忠
弟
）
・
「
儒
善
絶
美
清
日
義
」
　
（
三
代
清
次
）
・
「
妙
徳
院
春
浩
日
閑
」
（
清

　
次
妻
）
等
何
れ
も
法
華
宗
の
法
名
で
あ
り
、
茶
屋
一
族
す
べ
て
信
者
な
る
こ
と

　
が
知
れ
る
。
ま
た
同
家
譜
に
書
入
れ
ら
れ
た
菩
提
所
「
洛
東
東
漸
寺
」
は
現
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
な
い
が
、
そ
の
頃
本
能
寺
の
洛
内
簗
頭
末
寺
で
あ
っ
た
。
い
ま
東
大
谷
墓
地

に
あ
る
茶
屋
一
族
の
墓
碑
は
表
面
に
何
れ
も
古
陵
が
彫
ま
れ
、
そ
の
殻
年
・
法

名
は
茶
屋
家
譜
と
合
致
す
る
。
茶
屋
氏
と
本
阿
弥
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
れ

ば
、
光
悦
と
四
郎
次
郎
道
満
が
親
交
し
た
こ
と
は
本
阿
弥
行
状
記
に
記
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

所
で
あ
り
、
ま
た
後
述
す
る
如
く
、
光
悦
の
鷹
ケ
峰
経
営
に
あ
た
っ
て
、
道
浩

は
そ
こ
に
屋
敷
を
構
え
て
い
る
。
　
「
茶
屋
旧
記
」
に
よ
る
と
、
こ
の
道
清
の
娘

の
魏
記
に
、
　
「
難
名
亀
ト
号
、
本
阿
弥
光
的
へ
縁
組
シ
テ
六
十
三
歳
ニ
テ
終
ル
、

法
名
妙
春
ト
号
ス
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
「
茶
屋
家
譜
」
に
探
せ
ば
、
や
は
り

「
本
営
隠
避
酌
室
」
と
註
さ
れ
て
い
る
。
光
的
は
嫡
家
光
室
の
男
で
、
光
悦
の

孫
光
甫
の
従
兄
弟
に
当
り
、
両
家
も
ま
た
同
儒
で
あ
る
と
共
に
姻
戚
で
あ
っ
た
。

茶
屋
家
と
宗
門
の
関
係
は
東
漸
寺
だ
け
に
み
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
海

外
貿
易
商
と
し
て
の
性
格
の
故
か
、
長
崎
・
堺
の
法
華
・
宗
寺
に
ま
で
そ
の
外
護

は
及
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
近
世
初
頭
、
本
署
錦
塗
恵
を
開
山
と
し
て
長
崎

に
本
蓮
寺
が
開
創
さ
れ
た
が
、
そ
の
外
護
者
と
し
て
六
牙
院
日
生
は
、
「
唯
有
昌

檀
越
志
知
妙
助
北
村
九
兵
衛
、
内
野
助
左
衛
門
、
薬
屋
、
茶
屋
一
馬
荷
胆
耳
」

　
　
　
　
　
＠

と
記
し
て
い
る
。
　
「
茶
魔
旧
記
」
は
こ
れ
を
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
薫
）
の
こ

と
で
あ
る
と
し
、
　
「
於
長
崎
切
死
丹
置
引
崩
シ
蕃
昌
練
あ
ま
つ
返
し
候
様
一
一
と

被
仰
付
上
、
右
隠
撮
寺
地
法
華
宗
門
寺
を
建
立
い
た
し
本
建
寺
と
号
」
と
述
べ

て
い
る
。
ま
た
妙
顕
寺
末
寺
頭
で
あ
っ
た
堺
妙
法
寺
は
、
　
「
先
祖
位
牌
所
」
と

し
て
茶
屋
氏
一
族
の
．
増
歯
を
得
て
い
た
。
す
な
わ
ち
同
寺
住
持
を
経
た
立
本
寺
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近世初頭における京都町衆の法華信仰（藤井）

日
遜
は
、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
、
大
坂
乱
後
の
同
寺
再
建
が
、
茶
罵
道
清

と
そ
の
実
弟
新
四
郎
長
意
の
奔
走
・
尽
力
に
よ
っ
て
繊
来
た
旨
を
述
べ
、
　
「
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

’
代
之
重
恩
」
と
し
て
毎
月
祈
念
す
べ
き
こ
と
を
書
き
補
し
て
い
る
。

　
①
後
藤
系
図
に
は
次
の
諸
本
が
あ
る
。

　
　
ω
「
後
藤
家
譜
偏
、
奥
書
に
「
元
禄
二
年
歳
次
己
巳
春
正
月
戊
午
十
四
日
、

　
　
　
万
年
山
下
慈
照
沙
門
祖
縁
別
宗
撰
」
と
あ
る
。
．

　
　
㈲
「
栄
乗
以
来
四
郎
兵
衛
家
之
伝
付
理
兵
衛
家
略
伝
」
。

　
　
の
「
遠
藤
後
藤
系
図
伝
付
祐
乗
以
来
系
図
壱
帖
副
」
奥
書
に
「
明
治
九
年

　
　
　
三
月
七
日
祐
乗
十
四
代
源
実
光
交
（
花
押
）
自
簑
五
十
六
歳
」
と
あ
る
。

　
　
㊥
「
祐
乗
以
来
後
藤
家
一
統
系
図
」
。
　
最
初
の
部
分
に
「
我
家
ノ
系
図
累

　
　
　
代
数
巻
或
甲
二
在
乙
二
洩
且
年
暦
久
敷
シ
テ
虫
食
紙
破
ル
、
依
テ
玉
代

　
　
　
ノ
為
正
写
シ
テ
累
代
ノ
数
量
ヲ
廃
、
更
二
一
帖
ト
シ
テ
近
代
ヲ
増
補

　
　
　
ス
」
云
々
と
あ
っ
て
、
　
「
明
治
十
一
年
三
月
後
藤
勘
兵
衛
源
実
光
交
謹

　
　
　
誌
」
と
あ
る
。

　
②
　
拙
稿
「
法
輩
宗
不
受
不
施
派
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
、
　
日
本
史
研
究
三

　
　
　
六
口
万
三
三
頁
参
昭
…
。

　
③
④
「
祐
乗
以
来
後
藤
家
一
統
系
図
」
。

＠＠＠＠＠＠

「
遠
藤
後
藤
系
図
伝
付
祐
乗
以
来
系
図
壱
帖
爾
」
。

小
林
太
市
郎
氏
薯
「
乾
山
」
、
三
三
頁
…
囚
八
頁
参
照
。

「
本
化
聖
誕
仏
祖
統
紀
」
巻
十
六
。

大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
「
小
西
家
文
書
」
、
　
貞
享
元
年
五
月
十
三
β
尾

形
宗
謙
譲
状
写
。
貞
享
四
年
正
月
十
一
一
日
尾
形
宗
謙
譲
状
。

「
小
西
家
文
聲
」
、
　
一
貝
寛
†
四
偏
心
八
月
－
ア
七
日
尾
形
藤
三
二
郎
直
島
状
。

林
屋
辰
蕪
郎
氏
曲
者
「
中
軸
旧
交
ル
拠
の
基
鞭
醐
に
　
二
六
五
百
ハ
ー
二
六
七
菖
公
夢
昭
…
。

⑪＠a）＠

内
閣
文
庫
所
蔵
本
能
寺
末
寺
帳
。
奥
盤
に
よ
る
と
、
寛
永
拾
年
繧
持
日

運
が
重
し
た
も
の
で
あ
る
つ

「
本
阿
弥
行
状
記
」
第
五
一
段
。

「
本
化
別
頚
仏
祖
統
紀
」
巻
二
十
。

堺
妙
法
寺
文
書
。
慶
安
三
年
十
月
長

老
所
伝
井
日
生
現
量
記
録
。

四

三
日
、
妙
法
寺
中
興
之
末
興
隆
古

　
次
に
も
と
へ
か
え
っ
て
、
前
述
の
諸
家
と
直
接
或
は
間
接
に
姻
戚
で
あ
っ
た

本
阿
弥
家
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
同
家
は
足
利
尊
氏
の
刀
剣
奉
行
を
勤
め

た
妙
本
を
祖
と
し
、
そ
の
後
代
々
刀
剣
の
鑑
定
・
磨
礪
・
浄
拭
の
本
阿
弥
三
事

の
家
職
を
以
て
室
町
幕
府
に
仕
え
、
ま
た
労
々
禁
裡
御
用
を
も
つ
と
め
て
近
世

に
至
っ
た
家
で
あ
る
。
殊
に
近
世
初
頭
に
は
従
来
の
屋
敷
地
（
本
阿
弥
辻
子
）

に
加
え
て
、
光
二
・
光
悦
の
次
郎
左
衛
門
家
は
、
家
康
よ
り
洛
北
鷹
ケ
峰
の
地

を
受
け
て
領
主
的
性
格
を
も
併
有
し
、
幕
府
・
禁
裡
の
保
護
を
う
け
て
、
一
族

繁
栄
し
た
。
す
な
わ
ち
「
本
阿
弥
行
状
記
」
に
、
そ
の
有
様
を
、
「
か
く
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
光
悦
母
）

く
大
な
る
野
山
を
痒
領
仕
、
其
上
妙
秀
の
子
孫
百
人
に
及
び
け
る
が
、
広
き
屋

敷
を
も
た
ざ
る
も
の
な
し
、
江
戸
に
於
て
も
、
会
所
屋
敷
等
を
拝
領
い
た
し
た

る
者
五
人
あ
り
、
歴
々
の
人
に
て
さ
え
容
易
に
成
が
た
き
所
に
、
京
都
に
住
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

な
が
ら
下
屋
敷
ま
で
も
被
レ
下
候
事
添
次
第
な
り
」
と
伝
え
て
い
る
。

　
本
阿
弥
家
の
法
華
宗
帰
依
の
始
り
は
、
血
温
名
物
考
所
引
の
「
玉
露
証
話
」
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に
よ
る
と
妙
本
に
つ
い
て
、
　
「
鎌
倉
松
葉
谷
の
日
静
上
人
は
尊
氏
公
の
叔
父
た

り
、
こ
れ
に
帰
依
し
て
法
名
を
授
け
ら
れ
即
ち
本
阿
弥
と
号
す
」
と
縁
え
て
い

る
。
松
葉
谷
日
静
は
本
国
寺
開
山
で
あ
り
、
稿
本
の
墓
と
伝
え
る
も
の
も
本
国

寺
に
あ
る
が
、
本
阿
弥
家
が
す
で
に
妙
本
の
代
よ
り
信
者
で
あ
っ
た
と
考
え
る

こ
と
は
今
一
つ
確
で
な
い
。
本
阿
弥
家
の
宗
門
帰
依
が
よ
り
確
実
さ
を
加
え
て

来
る
の
は
、
本
法
寺
日
産
と
耳
語
関
係
を
結
ん
だ
と
い
う
所
伝
を
有
す
る
六
代

観
光
（
清
信
）
の
頃
と
考
え
る
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
電
光
は
家
譜
に
よ
る
と
、

幕
府
奉
行
衆
松
田
一
族
④
出
で
、
五
代
妙
寿
の
養
子
と
な
り
、
天
文
三
年
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

五
三
四
）
百
歳
で
残
し
た
旨
が
記
さ
れ
、
ま
た
家
職
に
秀
で
本
阿
弥
中
興
と
言

　
　
③

わ
れ
た
。
こ
の
本
光
の
日
銭
帰
依
に
つ
い
て
は
、
　
「
日
親
上
人
徳
行
記
」
　
（
本

法
寺
日
干
著
、
元
禄
二
年
寂
）
の
中
に
、
彼
が
将
軍
義
教
の
不
興
に
よ
っ
て
禁

獄
さ
れ
て
い
た
時
、
偶
々
獄
中
で
日
親
に
接
し
、
　
「
獄
屋
に
し
て
、
師
の
を
し

へ
を
う
け
…
（
中
略
）
…
ひ
と
へ
に
師
を
如
来
の
ご
と
く
敬
ひ
、
あ
ら
た
に
旦

那
と
な
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
よ
く
似
た
所
俵
は
「
雍
州
府
志
」
・

「
玉
露
証
話
」
・
「
老
人
雑
話
」
に
も
伝
え
ら
れ
、
ま
た
「
本
化
別
電
仏
祖
統

紀
」
・
巻
十
九
に
は
「
獄
中
有
司
菅
原
氏
松
田
妙
只
者
一
見
＝
師
崇
行
↓
結
扁
榎
越
約
輔

今
吾
本
阿
弥
家
是
也
」
と
あ
る
。
仏
祖
統
紀
に
み
え
る
妙
本
は
「
本
阿
弥
本
家

．
一
二
郎
兵
衛
家
譜
」
に
よ
る
と
文
和
二
年
（
一
三
五
露
）
に
残
し
て
お
り
、
ま
た

日
録
が
初
め
て
上
洛
布
教
し
た
の
は
応
永
冊
四
年
（
一
．
四
二
七
）
の
こ
と
で
あ

　
　
④

る
か
ら
、
妙
本
が
日
親
に
帰
依
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
し
か
し
注
意
す
べ

き
は
、
こ
れ
ら
諸
本
が
何
れ
も
本
阿
弥
家
の
本
法
寺
帰
依
の
発
端
を
日
親
許
獄

中
の
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
三
親
が
幕
府
に
よ
っ
て
投
獄
さ
れ
た
の

は
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
足
利
義
教
に
よ
る
永
享
十
二
年
（
　
四
四
〇
）
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

六
日
よ
り
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
…
）
七
月
十
一
臼
ま
で
と
、
足
利
義
政
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
十
一
月
八
B
よ
り
の
二
回
で
あ
っ
て
、
若
し
こ
の
本

光
と
食
慾
の
所
伝
を
そ
の
後
者
の
時
と
仮
定
す
れ
ば
、
本
光
生
残
年
（
一
四
一
二

五
－
一
五
三
四
）
よ
り
し
て
、
時
期
的
に
は
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
も
鷹
揚

の
「
二
親
上
人
徳
行
記
」
の
記
事
は
、
続
い
て
「
文
明
年
中
に
法
号
を
授
け
給

ひ
て
、
清
信
を
本
意
と
な
つ
く
、
そ
れ
よ
り
一
類
剃
髪
し
て
、
み
な
光
の
字
を

名
の
る
こ
と
こ
こ
に
始
ま
る
、
…
（
中
略
）
…
是
に
よ
っ
て
代
々
此
一
門
志
を

同
じ
く
し
て
、
師
を
仰
ぎ
奉
る
、
…
（
中
略
）
…
子
孫
同
名
相
続
て
本
法
寺
外

護
の
且
那
と
し
て
勲
功
あ
る
こ
と
自
他
の
し
る
所
な
り
」
と
あ
る
。
本
阿
弥
家

が
一
族
「
光
」
の
字
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
の
は
本
光
に
始
ま
る
の
で
あ
り
、

こ
の
事
よ
り
し
て
も
同
家
が
本
法
寺
と
師
檀
関
係
を
結
ぶ
の
は
、
感
光
の
代
す

な
わ
ち
応
仁
前
後
の
こ
と
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
同
家
が
本
法

総
有
野
外
護
と
し
て
来
っ
た
こ
と
は
前
掲
の
記
事
に
も
み
ら
れ
る
所
で
あ
る
が
、

そ
の
実
態
は
天
文
法
華
乱
に
お
い
て
後
藤
・
茶
屋
の
諸
家
と
共
に
法
華
方
大
将

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

分
と
し
て
活
躍
し
た
と
、
伝
え
る
以
外
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
中
世
最
末
期
よ

り
近
世
初
頭
に
か
け
て
の
光
二
・
光
悦
の
頃
に
な
る
と
、
「
本
阿
弥
行
状
記
」

の
記
事
を
中
心
に
漸
く
分
明
と
な
っ
て
来
る
。

／
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光
悦
の
父
光
二
は
片
岡
氏
か
ら
本
阿
弥
家
に
婿
入
し
て
光
心
の
娘
心
秀
を
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
と
し
て
家
職
を
つ
ぎ
、
「
刀
脇
差
の
月
利
細
工
蚊
も
な
き
名
人
」
と
言
わ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
、
彼
は
本
法
寺
の
移
転
の
工
事
を
監
督
し
、
ま
た

　
　
表
書
主
と
な
つ
や
ま
た
光
悦
の
母
妙
秀
は
行
状
記
の
各
所
に
み
ら
れ
る

　
　
記
事
に
よ
れ
ば
、
法
華
宗
へ
の
帰
依
深
く
、
そ
の
九
十
年
の
生
涯
を
信
仰
的
安

　
　
心
の
境
地
に
送
っ
た
女
性
で
あ
る
。
例
え
ば
、
彼
女
は
平
素
色
々
の
物
を
買
血

　
　
め
、
大
勢
の
子
孫
・
下
人
、
時
に
は
旗
売
・
乞
食
・
非
人
ま
で
招
き
寄
せ
て
、

　
　
彼
等
に
こ
れ
を
分
ち
与
え
、
彼
女
自
身
は
そ
の
死
後
、
「
唐
島
一
ツ
、
か
た
び

　
　
ら
袷
ニ
ッ
、
浴
衣
、
手
ぬ
ぐ
い
、
紙
子
の
夜
着
、
木
綿
の
ふ
と
ん
、
布
の
枕
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
し
か
残
さ
な
か
っ
た
と
い
う
話
、
或
は
祖
先
の
追
善
仏
事
は
「
そ
の
忌
日
ば
か

野
ボ
遅
達
纏
観
仁
雛
瞬
強
縫
毅

仰縮
　
の
見
識
に
よ
っ
て
も
十
分
窺
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
要
す
る
に
行
状
記
に
伝

の
　法
　
　
え
る
倉
庫
は
、
冥
加
・
因
果
を
弁
え
、
慈
悲
・
正
直
正
路
を
尊
び
信
仰
と
生
活

の衆
　
　
の
一
致
を
実
践
し
た
女
性
で
あ
っ
て
、
六
牙
院
望
潮
は
、
妙
秀
を
「
秀
之
行
実

撃
代
碧
羅
心
鍍
霧
也
」
・
評
・
て
畑

鳩
　
　
こ
の
よ
う
な
妙
秀
の
信
仰
生
活
が
光
悦
を
は
じ
め
と
す
る
一
族
に
影
響
さ
れ

∵
行
く
の
は
当
然
で
あ
る
・

頭初
　
　
即
ち
鷹
ケ
峰
太
虚
庵
に
お
け
る
光
悦
の
僑
仰
生
活
を
、
そ
の
孫
光
甫
は
次
の

世
、
．
近
　
様
に
俵
え
て
い
る
。
曰
く
「
此
所
に
艸
の
庵
を
結
び
、
末
法
悪
世
の
唱
導
師
上

行
菩
さ
つ
を
み
つ
か
ら
き
ざ
み
て
安
置
し
奉
り
、
品
分
ふ
か
き
主
君
、
父
母
、

六
親
、
法
界
の
為
に
、
便
り
な
き
貧
僧
を
あ
つ
め
、
三
年
夏
内
に
法
花
一
万
部

を
読
諦
し
け
る
。
か
く
身
に
過
た
る
面
白
き
所
を
住
家
と
し
、
楽
み
に
耽
る
こ

と
そ
ら
恐
し
、
さ
れ
ば
光
悦
心
静
か
な
る
夕
暮
に
、
愛
か
し
こ
な
が
め
歩
み
て

思
ひ
け
る
は
、
…
（
中
略
）
…
若
年
の
と
き
い
つ
も
妙
秀
語
り
け
る
こ
と
不
図

お
も
ひ
だ
し
、
さ
て
は
疑
ひ
な
く
わ
が
親
の
善
心
の
報
ひ
な
り
と
肝
に
銘
じ
け

　
　
　
⑪

る
、
」
と
。
光
悦
の
近
辺
を
見
れ
ば
、
光
悦
に
従
っ
て
鷹
ケ
峰
に
移
住
し
た
彼

の
甥
光
益
は
、
正
直
正
路
の
者
で
法
華
経
五
十
万
部
を
生
涯
に
書
写
し
た
と
伝

　
　
⑯

え
ら
れ
、
ま
た
日
蓬
遺
骨
を
分
幽
し
た
妙
低
寺
の
毎
年
虫
干
の
日
に
は
、
一
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

之
に
参
詣
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
し
か
し
か
か
る
一
門
の
法
華
信
仰
の
中
で
、

そ
の
生
涯
を
宗
教
的
実
践
に
よ
っ
て
貫
い
た
と
い
う
意
味
に
於
て
、
注
目
す
べ

き
は
呼
野
に
つ
い
で
は
妙
山
で
あ
ろ
う
。

　
麓
山
は
宗
家
光
室
の
姉
で
無
煙
の
妻
と
な
り
、
目
利
細
工
に
も
秀
れ
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

性
柔
和
・
知
恵
漁
れ
た
女
性
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
晩
年
は
妙
覚
寺
に
住
し
、
白

衣
を
常
に
着
て
、
　
「
六
十
許
に
て
夫
に
後
れ
し
ょ
り
、
廿
年
に
及
び
、
精
進
潔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

斉
に
て
、
法
華
の
首
題
毎
日
一
万
遍
つ
つ
怠
る
事
」
な
か
っ
た
。
臨
終
に
は
床

に
日
蓮
の
曼
陀
羅
を
掲
げ
て
、
　
「
合
掌
し
て
本
尊
を
拝
し
、
伺
た
た
き
も
せ
ず
、

少
し
も
苦
し
気
な
く
題
目
を
唱
へ
、
合
掌
を
口
の
際
へ
よ
せ
、
両
眼
を
ふ
さ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
見
え
て
、
息
た
え
た
ゲ
」
と
、
理
想
的
な
臨
終
正
念
を
遂
げ
た
女
性
で
あ
っ

た
。
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し
か
し
こ
こ
で
渡
更
す
べ
き
は
、
本
阿
弥
家
の
法
華
信
仰
は
、
か
か
る
表
面

的
な
外
貌
の
み
で
は
、
十
分
明
か
に
さ
れ
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

か
か
る
法
華
信
仰
が
い
わ
ば
生
活
の
精
神
的
規
範
と
し
て
、
彼
等
の
日
常
に
入

っ
た
時
、
そ
れ
は
如
何
に
彼
等
の
生
活
意
識
の
中
に
影
響
し
て
行
く
で
あ
ろ
う

か
。
こ
こ
で
思
い
起
さ
れ
る
の
は
、
本
阿
弥
家
　
門
の
生
。
活
意
識
の
中
に
、
拝

金
思
想
或
は
貧
禁
な
商
行
為
に
対
す
る
乱
筆
性
、
乃
至
は
そ
れ
よ
り
の
離
脱
性

が
存
し
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
光
悦
の
斑
妙
秀
は
、
高
利
貸
に
よ
っ
て
産
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
し
た
繹
の
家
が
類
焼
し
た
時
、
こ
れ
を
罪
障
消
減
と
理
解
し
、
或
は
「
金
銀

を
宝
と
好
む
べ
か
ら
ず
、
一
大
事
の
兄
弟
中
あ
し
く
な
り
、
恥
を
さ
ら
す
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

多
く
は
金
聾
な
つ
、
」
と
誹
証
し
た
。
要
す
る
に
本
阿
弥
家
で
は
刀
剣
掘
出
物

の
場
合
も
「
大
分
の
利
を
取
ざ
る
」
こ
と
が
家
の
「
作
法
し
で
あ
っ
た
の
で
あ

⑫る
。
か
か
る
本
阿
弥
家
の
拝
金
思
潮
よ
り
の
離
脱
意
識
、
或
は
「
作
法
」
は
、

富
裕
な
財
力
を
持
っ
て
お
り
乍
ら
、
　
「
二
十
歳
計
り
よ
り
八
十
歳
に
て
桑
果
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

蓮
は
小
者
一
人
、
飯
た
き
一
人
に
て
く
ら
し
申
事
な
り
」
と
言
わ
れ
た
光
悦
自

身
の
清
貧
な
日
常
生
活
に
粗
通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
か
か
る
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

活
態
度
は
、
　
［
堺
之
商
人
、
不
レ
言
昌
父
子
母
様
↓
互
争
レ
利
以
証
レ
之
」
と
ま
で

極
言
さ
れ
た
当
時
の
一
般
的
都
市
生
活
者
の
態
度
と
全
く
相
反
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
い
こ
の
事
は
す
で
に
芳
賀
幸
四
郎
氏
も
指
摘
さ

れ
る
所
で
あ
っ
て
、
氏
は
こ
れ
を
本
阿
弥
家
家
職
の
非
近
代
性
乃
至
申
世
職
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

意
識
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
た
が
、
信
仰
的
に
み
れ
ば
、
か
か
る
本
阿
弥
家
の
非

功
利
・
非
世
俗
的
意
識
は
、
妙
秀
・
妙
山
の
信
仰
生
活
に
み
た
如
く
、
本
阿
弥

一
門
が
到
達
し
た
筒
度
の
信
仰
的
安
心
意
識
に
帰
結
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
か

ろ
・
プ
か
。
こ
れ
は
、
耶
蘇
会
宣
教
師
に
よ
っ
て
「
人
を
教
ふ
る
に
金
銭
を
徴

　
　
　
　
　
⑭

す
」
と
評
さ
れ
、
ま
た
現
世
利
益
・
営
利
行
為
を
積
極
的
に
肯
定
し
乍
ら
商
工

人
信
徒
を
獲
得
し
て
行
っ
た
中
世
法
華
宗
を
考
・
え
る
と
き
、
　
一
見
矛
盾
す
る
如

く
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
法
華
宗
は
か
か
る
性
格
を
持
ち
乍
ら
、

そ
の
反
面
、
信
仰
が
よ
り
高
度
に
純
化
さ
れ
、
深
帯
す
る
時
、
こ
れ
と
相
反
す

る
挫
格
を
も
示
す
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
近
世
初
頭
、
妙
覚
寺
住
持
と
し
て
不

受
不
施
理
論
を
推
進
し
た
日
奥
は
、
　
「
大
黒
奥
師
」
と
呼
ば
れ
て
信
詣
に
主
導

の
守
護
と
し
て
仰
慕
さ
れ
、
ま
た
教
化
に
当
っ
て
彼
自
身
は
「
末
世
の
衆
生
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

力
に
あ
ら
ず
ん
ば
済
度
引
入
難
」
な
る
心
境
に
至
っ
て
い
た
と
断
わ
れ
る
が
、

仏
家
と
し
て
の
彼
ほ
自
己
の
守
る
べ
き
三
信
の
一
簡
条
に
「
坐
業
従
貧
側
生
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

此
義
刹
那
不
可
忘
」
を
挙
げ
、
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
毘
沙
門
天
王
尊
像

造
立
に
当
っ
て
も
、
　
「
於
昌
身
命
財
↓
成
鳳
塵
芥
之
思
↓
無
＝
敢
愛
惜
こ
と
誓
言

　
　
　
⑳

し
て
い
る
。
要
す
る
に
本
阿
弥
家
に
み
ら
れ
る
非
世
俗
性
・
非
功
利
性
は
か
か

る
日
奥
の
態
度
に
も
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
、
高
度
の
信
仰
的
浄
化
を
遂
げ
た

結
果
に
生
ず
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
し
か
し
本
阿
弥
一
門
の
法
華
信
仰
に
於
て
、
最
も
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
日

蓮
御
書
の
筆
写
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
光
悦
筆
の
日
蓮
御
書
で
現
存
す
る
も
の
は
、

妙
蓬
寺
に
「
立
正
安
国
論
」
と
「
浜
開
仏
乗
義
」
、
　
本
法
寺
に
は
「
観
心
本
尊

90　（530）



近世初頭における京都町衆の法華信仰（藤井）

得
意
抄
」
・
「
法
華
題
目
抄
」
・
「
如
説
修
行
抄
」
が
、
ま
た
本
満
寺
に
は

「
始
聞
仏
乗
義
」
が
あ
り
、
世
に
知
ら
れ
る
所
で
も
あ
る
。
し
か
も
こ
の
日
蓮

御
馨
の
筆
写
は
光
悦
唯
一
人
が
理
解
し
て
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
　
「
本
阿
弥

行
状
記
」
一
＝
一
二
段
に
は
、
光
悦
・
光
瑳
或
は
光
甫
か
、
そ
の
筆
者
は
分
ら
な

い
が
、
日
蓮
御
書
二
通
を
あ
げ
、
そ
れ
が
録
内
・
録
外
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
考
証
し
て
い
る
。
光
悦
等
本
阿
弥
一
族
の
か
か
る
日
長
御
書
の
理
解
・

肇
写
は
、
彼
等
の
法
華
信
仰
が
、
祈
酵
の
呪
術
性
や
唱
題
目
行
、
或
は
受
・
持
・

読
諦
・
解
説
・
書
写
の
法
華
経
五
種
修
行
と
い
う
、
信
仰
形
態
に
お
け
る
、
い

わ
ば
初
期
的
・
普
遍
的
段
階
を
越
え
、
よ
り
高
度
の
段
階
す
な
わ
ち
法
華
宗
教

義
の
神
髄
た
る
日
蓮
御
書
の
理
解
に
及
び
、
宗
義
の
本
源
的
理
論
の
追
求
に
ま

で
到
達
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
本
阿
弥
家
に

代
表
せ
ら
れ
る
町
人
信
徒
の
法
華
宗
宗
義
の
本
質
的
理
解
が
、
町
人
子
第
の
法

華
宗
寺
入
専
の
風
潮
を
呼
び
、
更
に
は
前
述
し
た
尾
形
家
の
臼
饒
・
日
動
、
後

藤
家
の
臼
定
、
後
述
す
る
本
阿
弥
家
の
日
豊
、
或
は
京
都
町
人
重
氏
よ
り
出
た

　
　
　
　
　
　
　
・
⑳

妙
覚
寺
日
面
の
如
く
、
京
都
町
衆
に
繊
霞
を
有
す
る
碩
僧
が
、
近
世
初
頭
の
頃

よ
り
、
従
来
の
公
家
・
東
国
武
士
に
繊
自
を
有
す
る
住
持
に
代
っ
て
、
京
都
本

山
の
住
職
と
し
て
新
ら
し
く
登
場
す
る
背
景
と
も
な
っ
た
と
血
、
5
え
ら
れ
よ
う
。

こ
こ
に
至
っ
て
法
華
宗
は
、
京
都
町
衆
の
中
に
完
全
に
融
化
し
、
ま
た
換
言
す

れ
ば
中
世
以
来
、
宗
義
教
化
に
お
い
て
受
容
者
的
立
場
に
あ
っ
た
京
都
町
衆
は
、

一
族
拙
身
の
高
僧
を
支
援
し
て
、
教
化
す
る
側
、
す
な
わ
ち
私
通
に
お
け
る
能

動
的
立
場
に
昇
華
し
た
の
で
あ
っ
て
、
町
衆
の
宗
教
と
し
て
の
法
華
宗
が
理
想

的
形
態
を
完
成
し
た
こ
と
を
も
意
味
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
意
味
に
立
て
本
阿
弥
家
に
お
け
る
日
允
は
漆
工
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

彼
は
光
瑳
・
妙
山
の
子
、
光
甫
の
弟
に
あ
た
り
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
八

歳
に
し
て
本
満
寺
に
入
り
、
薙
髪
し
て
日
退
に
仕
え
た
。
即
ち
玄
通
院
日
尤
で

あ
る
。
彼
は
の
ち
身
延
沁
登
っ
て
勉
学
し
、
甘
二
歳
に
し
て
鷹
ケ
峰
に
帰
り
常

照
寺
談
林
建
設
に
尽
力
し
、
次
い
で
慶
安
元
年
（
三
十
歳
）
妙
覚
寺
住
持
、
明

暦
三
年
（
三
九
歳
）
本
法
専
住
持
、
寛
文
元
年
（
益
益
歳
）
申
山
法
華
経
寺
住

持
と
な
っ
た
。
そ
の
弟
子
に
は
日
清
（
妙
顕
寺
住
持
）
・
日
達
（
本
国
寺
住
持
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
出
で
、
所
謂
「
允
遅
達
」
時
代
を
顕
現
さ
せ
た
高
僧
で
あ
っ
た
。
殊
に
日
允

の
本
法
寺
住
持
就
任
は
、
本
法
寺
が
本
阿
弥
家
愛
護
の
寺
と
い
う
性
格
よ
り
、

本
阿
弥
家
支
配
の
寺
と
し
て
完
成
さ
れ
た
意
味
で
注
意
さ
れ
よ
う
。

　
か
か
る
本
阿
弥
一
門
と
本
法
寺
の
関
係
を
考
え
る
と
ぎ
、
こ
こ
に
思
い
起
さ

れ
る
の
は
、
光
甫
筆
に
な
る
と
推
定
さ
れ
る
行
状
記
六
三
段
に
見
え
る
次
の
記

事
で
あ
る
。
曰
く
、
「
一
門
廿
人
に
除
り
柳
か
も
勧
善
ひ
み
き
仕
所
敷
よ
し
の

誓
紙
を
か
き
、
惣
領
も
一
門
ど
も
の
方
へ
談
合
之
上
に
、
燧
札
、
折
紙
出
す
べ

し
と
の
起
請
文
を
書
貴
み
申
、
鋼
一
門
の
寺
本
法
寺
の
宝
蔵
に
納
鐙
申
せ
ば
、

行
ず
ゑ
頼
窪
し
き
家
な
り
」
と
。
こ
の
記
事
は
一
つ
に
は
、
本
阿
弥
家
業
が
惣

領
以
下
一
族
談
合
の
う
え
で
な
さ
れ
た
そ
の
協
同
的
作
業
形
態
を
物
語
っ
て
い

る
。
だ
が
、
か
か
る
作
業
形
態
は
常
に
強
固
な
一
門
の
結
合
を
前
提
と
し
て
は
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じ
め
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
若
し
一
族
の
団
結
が
弛
緩
せ
ん
か
、
　
「
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
、

阿
弥
が
家
の
と
ぎ
は
人
の
見
知
る
事
に
あ
ら
ず
」
と
言
わ
れ
た
独
占
・
秘
伝
的

な
技
術
は
、
忽
ち
崩
壊
に
直
面
す
る
の
で
あ
ゲ
、
こ
こ
に
か
か
る
誓
紙
が
本
阿

弥
一
門
に
よ
っ
て
書
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
必
然
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し

か
も
近
世
初
頭
、
同
家
が
置
か
れ
た
立
場
は
、
依
存
し
来
っ
た
足
利
家
の
滅
亡
、

代
っ
て
登
揚
す
る
近
世
封
建
社
会
、
外
部
よ
り
湧
き
起
っ
て
来
る
家
職
へ
の
誹

誘
、
宗
家
江
戸
移
住
に
よ
る
一
族
の
分
散
、
ど
の
一
つ
を
取
っ
て
も
、
本
阿
弥

家
の
名
誉
の
維
持
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
危
機
に
対
処
す
る
方
法
は

よ
り
強
靱
な
一
族
の
団
結
で
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
阿
弥
家
島
は
こ
れ
と
同

じ
立
場
に
あ
っ
た
彫
金
家
後
藤
氏
に
お
け
る
前
述
の
血
族
結
婚
も
、
か
か
る
事

態
に
対
応
す
る
い
わ
ば
自
衛
的
意
義
を
も
つ
も
の
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
と
ま
れ
、

か
か
る
意
味
で
な
さ
れ
た
太
・
阿
弥
一
門
団
結
の
誓
紙
が
本
法
寺
に
納
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
注
屋
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
れ
は
外
に
対
し
て
は
強
烈
な
排
他
性

を
持
ち
乍
ら
、
信
仰
が
内
に
深
潜
し
た
時
、
同
信
者
間
に
は
強
靱
な
同
誌
結
合

の
精
神
を
生
ん
で
い
た
法
輩
宗
の
性
格
が
、
本
阿
弥
一
門
の
家
職
、
或
は
そ
の

要
求
と
巧
に
融
和
し
、
こ
こ
に
一
門
の
寺
本
法
寺
が
本
阿
弥
鯛
取
乃
至
は
そ
の

職
業
集
団
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
ど
考

え
ら
れ
よ
う
。
　
「
日
親
上
人
徳
行
記
偏
の
中
で
、
著
者
本
法
寺
日
匠
は
、
開
山

日
親
と
本
阿
弥
本
光
の
師
檀
契
約
に
お
け
る
日
親
の
言
葉
と
し
て
、
「
翌
々
孫

々
末
葉
の
も
の
ま
で
、
法
花
の
正
法
を
す
て
て
邪
師
の
法
を
う
く
る
と
き
は
、

家
門
災
難
を
ま
ぬ
が
る
べ
か
ら
ず
、
わ
れ
弘
法
相
続
し
、
な
が
く
わ
が
寺
さ
か

ふ
る
に
お
み
て
は
、
同
じ
く
本
阿
弥
の
家
も
さ
か
ふ
べ
し
、
わ
が
地
お
と
う
ふ

る
と
営
は
、
本
阿
弥
の
家
も
お
と
う
ふ
べ
し
」
と
伝
え
て
い
る
が
、
諸
書
が
江

戸
前
期
に
な
る
も
の
だ
け
に
、
こ
の
記
事
が
二
親
の
言
葉
そ
の
も
の
と
し
て
考

え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
命
運
を
共
に
す
る
と
い
う
両
者
の
結
合
は
、

江
戸
初
期
の
そ
れ
と
し
て
考
え
れ
ば
、
全
く
至
言
で
あ
っ
た
と
言
い
得
る
で
あ

ろ
う
。①

　
　
「
本
阿
弥
行
状
記
」
第
五
三
段
。

②
　
「
本
阿
弥
三
郎
兵
衛
家
譜
」
。

③
　
　
「
名
人
忌
辰
録
」
上
。

④
「
日
親
上
人
徳
行
記
」
。

⑤
日
親
著
「
伝
燈
妙
」
。

⑥
「
長
禄
覧
正
記
」
。
「
蔭
差
立
日
録
」
寛
正
三
年
十
一
月
八
周
条
。

⑦
「
両
山
歴
譜
」
二
。

⑧
「
本
阿
弥
行
状
記
」
第
一
段
。

⑨
「
堺
市
史
」
七
巻
九
九
頁
参
照
。

⑩
　
「
本
阿
弥
行
状
詑
」
三
段
。
　
「
本
法
寺
史
」
。

⑪
　
　
「
本
阿
弥
行
状
記
」
第
十
三
段
。

⑫
　
「
本
阿
弥
野
次
記
」
第
十
一
段
。

⑬
　
　
「
本
化
胴
頭
仏
祖
統
紀
」
巻
十
五
。

⑭
「
本
阿
弥
行
状
記
」
第
五
二
毅
。

⑮
⑯
「
本
阿
弥
行
状
記
」
第
五
六
段
・
第
一
五
四
段
。

命）

@
　
「
本
阿
弥
行
状
記
」
　
第
M
血
四
［
段
・
第
穴
馬
一
段
。
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近世初頭における京都町衆の法華信仰（藤井）

⑱
⑲
「
本
阿
弥
行
状
記
」
第
五
五
段
。

＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠⑳⑳⑫

同
類
・
第
九
段
。

同
右
、
第
五
段
。

同
一
右
、
第
六
三
段
。

同
量
、
第
十
五
段
。

「
鹿
苑
日
録
」
明
応
八
年
八
月
六
日
条
。

芳
賀
幸
四
郎
氏
著
「
近
世
文
化
の
形
成
と
伝
統
」
二
〇
七
頁
－
八
頁
参

照
。

「
耶
蘇
会
士
日
本
通
信
」
上
巻
一
八
頁
。

岡
山
郡
御
津
町
金
川
江
田
嘉
彦
氏
所
蔵
文
書
、
享
保
十
二
年
七
月
十
日
、

日
信
筆
「
日
参
聖
人
木
像
由
緒
書
」
。

「
奥
聖
鑑
抜
輩
」
（
「
万
代
亀
鏡
録
」
所
思
）
。

岡
山
県
御
津
町
本
覚
寺
文
書
、
慶
長
十
三
年
九
月
廿
八
日
、
日
奥
自
筆

願
文
。

拙
稿
「
法
華
宗
不
受
不
施
派
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
日
本
史
研
究
三
六

号
三
二
頁
参
照
。

「
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
」
巻
廿
。
　
「
玄
通
院
目
允
上
人
墓
誌
」
　
（
所
在

京
都
市
鷹
峰
妙
王
寺
旧
墓
地
）
。

「
本
阿
回
弥
行
状
記
」
、
第
六
四
段
。

五

　
す
で
に
、
雷
鳥
に
於
て
、
江
戸
時
代
初
頭
の
京
都
町
衆
信
徒
の
法
華
宗
帰
依

r
は
唯
表
面
的
な
も
の
で
は
な
く
、
日
蓮
御
書
の
理
解
す
な
わ
ち
法
華
宗
教
義
の

本
源
的
理
解
に
ま
で
及
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
れ
と
関
連
し

て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
法
華
宗
が
そ
の
信
仰
的
理
想
境
と
し
て
内
包
し
た
現
世

一
寂
光
土
の
理
念
で
あ
る
。

　
即
昇
成
仏
に
つ
い
て
、
日
蓮
は
法
華
経
を
引
用
し
て
説
明
を
加
え
、
「
法
花

経
の
行
者
と
な
ら
せ
給
へ
ば
、
仏
と
を
が
ま
せ
給
べ
し
。
い
き
て
を
は
し
き
時

は
生
の
仏
、
今
は
死
の
仏
、
生
死
と
も
に
仏
な
り
（
即
身
成
仏
と
申
す
大
事
の

法
門
こ
れ
な
り
、
（
中
略
）
、
夫
浄
土
と
言
も
地
獄
と
言
も
外
に
は
候
は
ず
、
た

だ
我
等
が
む
ね
の
間
に
あ
り
。
こ
れ
を
さ
と
る
を
仏
と
い
う
、
こ
れ
に
ま
よ
ふ

を
凡
夫
と
言
。
こ
れ
を
さ
と
る
は
法
花
経
な
り
。
も
し
し
か
ら
ば
、
法
花
経
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

た
も
ち
た
て
ま
つ
る
も
の
は
、
地
獄
即
寂
光
と
さ
と
り
候
ぞ
、
」
　
と
信
者
上
野

殿
後
家
に
説
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
日
蓮
に
よ
れ
ば
、
法
華
経
の
持
者
は
そ
れ

が
生
身
で
あ
っ
て
も
、
帰
依
と
同
時
に
仏
性
を
具
備
出
来
る
も
の
で
あ
っ
て
、

浄
土
で
あ
れ
地
獄
で
あ
れ
、
そ
れ
は
帰
信
者
各
個
人
の
自
己
の
胸
中
に
求
め
ら

る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
中
世
仏
法
談
義
の
本
質
的
特
色
で
あ
っ
た
諸

法
実
相
の
理
念
は
、
日
蓮
に
お
い
て
も
首
肯
さ
れ
、
一
武
士
信
徒
に
対
し
て

「
御
み
や
っ
か
い
を
法
花
経
と
を
ぼ
し
め
せ
、
一
切
世
闘
治
生
産
業
皆
与
二
実

　
　
ス
ト
　
　
　
セ
　
　
　
　
②

相
一
不
昌
相
違
背
一
は
此
な
り
、
」
と
説
か
れ
た
。
か
く
て
世
間
一
般
の
生
業
・
生

活
は
、
そ
れ
が
武
家
の
奉
公
で
あ
れ
、
商
行
為
で
あ
れ
、
法
華
経
帰
依
の
功
徳

に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
あ
る
が
ま
ま
の
姿
で
浄
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
日

蓮
教
義
の
も
つ
現
世
肯
定
の
思
惟
は
、
彼
が
理
想
と
し
た
浄
土
一
寂
光
土
の
観
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念
の
中
に
よ
り
鮮
明
と
な
っ
て
来
る
。
す
な
わ
ち
「
守
護
国
家
論
」
の
中
で
、

日
蓮
は
寿
量
品
の
「
我
常
在
此
娑
婆
世
界
」
・
「
我
常
住
於
此
」
の
交
言
を
引
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ハ
　
セ
リ

て
、
浄
土
の
存
在
を
、
「
如
一
庇
文
一
清
本
地
久
成
円
仏
罰
昌
此
世
界
↓
捨
扁
此
土
一

　
　
　
レ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ノ
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
シ
　
　
フ
　
　
ド
　
　
　
ソ
　
シ
ク
　
ン
や

可
レ
願
＝
何
度
一
瞥
。
故
法
花
経
修
行
者
所
住
之
丹
心
レ
思
晶
浄
土
ハ
何
煩
求
一
丁

　
ソ
　
　
ニ
　
　
ニ
ク
　

ハ
　
　
　
　
　
　
　
ハ
テ
モ
ノ
　
ニ
　
ヘ
テ
モ
ノ
　
ユ

処
一
乎
。
故
神
力
品
云
、
若
経
巻
所
掌
之
処
、
若
於
扁
園
中
↓
悲
於
＝
樹
下
↓
若

テ
モ
　
　
　
　
ニ
　
　
八
　
　
　
，
　
昌
テ
モ
　
（
　
テ
モ
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
デ
モ
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
渇
　
　
　
ハ

於
二
僧
坊
輔
若
白
衣
舎
、
若
在
陣
殿
堂
両
若
山
黒
子
野
、
乃
至
当
レ
知
是
処
即
是

　
あ
サ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
み
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
　
ヘ
　
　
ス
　
キ
ニ
　
　
ム
　
　
　
　
フ
　
　
　
ス
ル
　
　
　
　
ヲ
　
ノ
　
　
　
ノ

道
揚
。
　
（
中
略
）
信
高
法
花
渥
禦
｝
行
者
非
レ
可
レ
求
昌
余
処
縛
　
信
昌
盛
経
一
人
所
住

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

処
即
浄
土
也
、
」
と
説
い
た
。
か
く
て
宗
門
教
義
の
理
想
と
す
る
浄
土
は
、
如

何
な
る
場
合
に
も
こ
の
現
実
の
娑
婆
世
界
に
樹
立
さ
る
べ
き
も
の
一
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
法
華
経
・
法
華
僧
・
法
華
信
潜
の
何
れ
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
が
在
す
る
所

は
即
浄
土
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
浄
土
一
寂
光
土
の
具
象
曲
形
態
が
、
宗
門

の
究
極
的
指
標
で
あ
っ
た
法
華
経
に
よ
る
国
土
・
衆
生
の
画
一
的
統
一
、
す
な

わ
ち
「
日
本
乃
至
漢
土
月
氏
一
閻
浮
提
に
、
人
ご
と
に
有
繋
無
智
を
き
ら
は
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

一
同
に
他
事
を
す
て
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
べ
し
」
な
る
形
態
に
、
近
づ
け

ば
近
づ
く
ほ
ど
、
寂
光
土
の
意
義
は
よ
り
高
度
の
現
実
性
を
以
て
発
揮
さ
れ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
換
言
す
れ
ば
宗
教
的
に
法
華
経
に
よ
っ
て
統
一
さ

れ
た
地
域
が
形
成
さ
れ
、
そ
し
て
そ
れ
が
実
生
活
と
結
び
つ
い
た
時
、
宗
義
の

理
想
と
し
た
寂
光
土
が
現
実
に
実
現
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
建
て
、
室

町
時
代
後
半
、
法
華
宗
強
盛
の
地
域
に
形
成
さ
れ
た
法
華
宗
信
者
に
よ
る
同
信

地
域
、
す
な
わ
ち
一
蹴
一
村
皆
法
華
な
る
状
態
、
或
は
ま
た
天
女
初
年
畿
内
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

蜂
幽
し
た
法
華
一
撲
の
宗
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
理
解
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
と
照
応
す
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
近
世
初
頭
よ

り
、
本
阿
弥
一
門
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
洛
北
鷹
ケ
峰
の
経
営
で
あ
る
。

　
光
悦
の
鷹
ケ
峰
経
営
に
つ
い
て
は
、
芸
術
家
集
団
と
し
て
の
構
成
よ
り
美
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

史
的
に
注
目
さ
れ
研
究
さ
れ
来
っ
た
所
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
光
税
の
鷹
ケ
峰

は
、
前
述
の
法
華
経
帰
依
に
よ
る
正
法
高
等
現
世
の
寂
光
土
な
る
性
格
が
隠
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
光
悦
の
次
郎
左
衛
門
家
が
こ
の
地
を
幕
府
よ
り
給
さ
れ
た
の
は
、
元
和
元
年

（
　
六
一
五
）
の
こ
と
で
、
最
初
こ
こ
は
「
東
西
二
百
間
余
り
、
南
北
七
町
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

原
」
で
あ
っ
た
と
い
・
）
。
そ
し
て
光
悦
は
そ
の
一
門
と
家
職
に
繋
が
る
職
業
集

団
を
引
率
れ
て
こ
こ
に
移
住
し
、
寛
永
十
四
年
（
㎝
六
葉
七
）
の
覆
年
ま
で
、

此
地
で
本
阿
弥
三
島
の
家
職
を
は
じ
め
茶
湯
・
製
陶
・
書
画
・
蒔
絵
・
彫
刻
・

能
楽
と
そ
の
偉
大
な
芸
術
創
作
の
生
活
を
送
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

　
い
ま
こ
の
鷹
ケ
峰
の
人
的
構
成
を
み
る
に
、
そ
の
経
営
の
初
期
の
屋
敷
割
を

記
し
た
「
鷹
峰
光
悦
町
古
図
」
が
、
光
瑳
の
実
家
片
岡
家
に
伝
え
ら
れ
、
光
悦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

寺
に
現
存
し
て
い
る
。
こ
の
古
図
は
す
で
に
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
所
で
あ
り
、

そ
の
製
作
は
森
田
清
氏
の
「
光
悦
」
の
考
証
に
よ
れ
ば
凝
聚
元
和
四
年
以
後
、

寛
永
四
年
ま
で
の
聞
と
証
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
古
図
に
記
さ
れ
た
五
十
余
の
屋
敷
居
住
者
を
み
る
と
、
本
阿
弥
一
門
と

し
て
は
、
光
悦
・
光
瑳
（
光
悦
養
子
）
・
光
甫
（
光
悦
孫
）
・
宗
知
（
光
悦
弟
Y
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光
栄
（
光
悦
甥
）
・
光
益
（
光
悦
甥
）
・
光
伯
（
光
悦
甥
）
・
本
阿
弥
又
三
郎
・

同
一
郎
兵
衛
・
同
三
郎
兵
衛
・
同
十
郎
兵
衛
の
名
が
み
え
る
。
ま
た
同
家
姻
戚

と
し
て
は
茶
屋
四
郎
二
郎
・
尾
形
宗
伯
（
光
悦
甥
）
、
ま
た
間
日
六
十
間
の
光

悦
屋
敷
に
光
悦
と
並
ん
で
「
六
左
衛
門
」
と
記
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
光
二
・

焔
々
の
実
家
の
六
左
衛
門
乗
瑳
（
光
瑳
実
兄
）
か
六
左
衛
門
忠
英
（
光
瑳
甥
．

光
悦
葺
〉
の
何
れ
か
で
あ
ろ
う
。
忠
英
の
墓
は
光
悦
寺
の
光
悦
の
墓
の
南
隣
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

在
り
、
■
ま
た
「
御
講
氏
家
系
」
の
忠
英
の
項
に
は
「
室
ハ
本
阿
弥
光
悦
息
名
楠

ト
云
法
名
妙
潤
（
中
略
）
忠
英
事
京
堀
川
村
雲
町
屋
敷
聴
入
左
兵
衛
二
二
洛
北

鷹
峰
光
悦
居
屋
敷
之
内
記
移
ル
」
と
あ
る
。
こ
れ
等
諸
家
は
何
れ
も
前
述
し
た

如
く
法
華
宗
信
者
で
あ
り
、
ま
た
門
口
九
関
の
屋
敷
を
構
え
た
「
蓮
池
常
有
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
立
本
寺
に
鉄
燈
籠
を
寄
進
し
た
法
華
宗
信
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
こ
の
聚
落

の
住
人
に
み
え
る
魚
道
（
筆
屋
）
・
宗
二
・
宗
珠
・
常
清
・
宗
寿
・
道
安
・
道

賀
・
道
有
等
の
名
は
、
彼
等
が
す
で
に
何
れ
か
の
宗
派
に
よ
っ
て
受
諾
し
て
い

た
こ
と
を
物
語
る
の
で
あ
る
が
、
　
「
宗
」
・
「
道
」
・
「
常
」
・
「
妙
」
を
附

し
た
法
者
は
、
近
世
初
頭
の
法
華
宗
信
者
の
そ
れ
に
多
く
用
い
ら
れ
る
所
で
あ

り
、
ま
た
本
阿
弥
一
門
が
帰
依
し
た
本
法
寺
日
賦
が
前
述
し
た
如
く
家
内
の
誘

法
者
扶
持
を
禁
じ
た
こ
と
を
思
合
せ
れ
ば
、
本
阿
弥
家
支
配
の
鷹
ケ
峰
の
性
格

よ
り
し
て
、
彼
等
も
ま
た
法
華
宗
信
者
と
想
定
す
る
こ
と
は
あ
な
が
ち
強
弁
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
光
悦
の
鷹
ケ
峰
建
設
に
お
い
て
、
そ
こ
に
直
接
定

住
こ
そ
し
な
か
っ
た
が
、
光
悦
と
親
交
し
こ
れ
に
協
力
し
た
者
の
中
に
も
法
華

宗
信
者
は
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
光
悦
の
製
陶
に
お
い
て
、
そ
の
協
同
者
的
立
場
を
つ
と
め
た
楽
吉
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

衛
門
は
、
寛
永
十
二
年
（
＝
ハ
三
五
）
妓
し
た
二
代
常
慶
と
推
定
さ
れ
る
が
、

楽
家
は
初
代
長
祐
以
来
の
墓
が
妙
覚
寺
に
現
存
し
、
妙
覚
寺
櫨
家
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

・
ま
た
京
都
上
層
町
衆
の
佐
野
家
に
生
ま
れ
た
灰
屋
紹
益
は
、
幼
少
の
頃
よ
り
光

悦
に
接
し
、
　
「
ま
た
世
に
有
べ
き
人
間
と
は
覚
侍
ら
ず
」
と
光
悦
に
私
淑
し
た

ゆ
佐
野
家
も
ま
た
そ
の
頃
立
姿
の
有
力
婁
で
あ
っ
や
紹
益
の
肇
宗

帰
依
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
れ
ば
、
彼
は
愛
妻
吉
野
大
夫
と
共
に
日
乾
に
帰
依
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

て
、
鷹
ケ
峰
常
照
寺
総
門
を
建
立
寄
進
し
、
ま
た
そ
の
日
常
に
は
、
法
華
経
五

種
の
修
行
の
内
、
解
説
を
除
い
て
受
・
持
・
読
訥
・
書
写
の
四
種
は
「
一
日
も

お
こ
た
ら
ず
、
」
そ
の
心
境
は
「
謡
い
さ
さ
か
智
な
く
徳
な
く
功
も
な
し
、
信

あ
れ
ば
徳
有
と
は
此
事
に
や
と
覚
侍
る
也
、
」
と
、
立
命
安
心
の
境
地
に
到
達

　
　
　
⑯

し
て
い
た
。

　
か
く
述
べ
て
来
れ
ば
、
近
世
初
頭
、
本
阿
弥
一
門
の
支
配
し
た
鷹
峰
の
聚
落

の
実
態
は
、
光
悦
を
中
心
と
す
る
芸
術
協
団
で
あ
る
と
共
に
、
法
華
宗
信
者
の

集
団
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
か
を
法
華
宗
信
者
の
集
団
に
と
っ
て
法
華
宗
寺
の
設
蔭
は
当
然
の
要
望
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
す
で
に
、
鷹
ケ
峰
，
集
落
形
成
の
初
期
に
お
い
て
、
前
述
の
古

里
に
「
い
は
い
所
」
が
存
し
て
い
た
が
、
光
悦
の
晩
年
頃
、
一
門
の
帰
依
し
た

本
法
寺
よ
り
指
導
院
日
達
が
ま
ね
か
れ
、
日
達
を
開
山
と
し
て
一
族
の
菩
提
寺
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⑰

光
悦
寺
が
開
創
さ
れ
た
。
ま
た
心
誤
の
覆
後
、
そ
の
居
跡
に
妙
秀
寺
が
建
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

そ
の
向
い
に
「
天
下
祈
鵜
所
」
と
し
て
知
足
庵
も
…
慨
か
れ
て
い
た
。
常
照
寺
は

日
乾
を
諮
じ
て
開
創
さ
れ
、
そ
こ
に
は
宗
内
匠
僧
を
招
い
て
能
化
と
し
、
「
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

籔
人
の
所
化
絶
る
事
な
し
、
」
の
檀
林
が
併
遣
さ
れ
た
。
京
都
穴
檀
林
の
一
つ

で
あ
る
。
草
創
は
四
三
閥
年
（
｝
六
こ
七
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
深
草
の
王
政

　
　
　
　
　
⑳

は
伝
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
鷹
ケ
峰
に
は
相
続
い
て
法
華
宗
寺
が
建
立
さ
れ

て
い
っ
た
が
、
更
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
十
月
八

日
の
日
よ
り
、
当
時
常
照
毒
檀
林
に
在
っ
た
由
信
院
日
田
の
発
願
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

朗
唱
題
目
行
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
檀
林
の
所
化
も
之
に
参
加
し
、
明
暦

三
年
（
｝
六
五
八
）
に
は
、
光
悦
の
曾
孫
光
伝
が
尽
力
し
て
光
悦
寺
境
内
に
常

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

題
目
堂
が
設
遣
さ
れ
た
。

　
こ
こ
に
鷹
ケ
峰
は
法
華
宗
の
霊
場
と
化
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
盛
栄
の
様

を
行
状
記
は
、
　
「
信
の
志
あ
る
道
信
の
岩
を
集
め
て
昼
夜
十
二
時
声
を
絶
さ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

替
る
く
法
花
の
首
題
を
唱
へ
奉
り
」
と
低
え
、
ま
た
こ
の
地
を
訪
れ
た
深
草

の
元
政
ほ
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。
臨
く
、
「
入
レ
社
者
十
二
人
、
二
六
時
中
唱

題
之
声
綿
々
不
レ
断
、
叉
早
晩
乎
時
、
社
中
威
集
、
乱
作
二
二
諦
之
行
一
正
助
相
．

籍
無
レ
有
二
癬
怠
一
嵯
乎
二
子
一
一
唱
題
之
濫
鵤
乎
、
夫
末
法
要
路
、
莫
レ
過
二
三

唱
題
｛
一
門
所
謂
本
化
薩
唾
、
直
証
二
二
山
一
親
承
昌
読
法
嚇
乃
衆
生
之
大
本
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

諸
仏
之
達
道
也
、
」
と
。

　
か
く
て
、
本
阿
弥
一
門
を
中
心
に
、
京
都
上
層
町
人
の
参
加
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
鷹
ケ
峰
聚
落
は
、
こ
れ
を
構
成
し
た
人
々
の
芸
術
的
職
業
よ
り
み
れ
ば
、

佐
藤
良
氏
が
「
光
悦
の
芸
術
村
」
の
中
で
説
か
れ
る
如
く
、
芸
術
協
団
的
性
格

　
　
　
　
　
　
⑬

を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
裏
面
よ
り
み
れ
ば
、
法
華
宗
寺
を
中
心
と
し
た
法

華
宗
信
者
の
集
団
で
あ
っ
て
、
四
六
時
中
唱
題
目
の
声
鳳
絶
え
る
こ
と
な
く
、

そ
し
て
こ
れ
ら
信
仰
生
活
は
、
「
朝
ま
だ
き
空
は
緑
に
う
ち
晴
て
心
に
懸
る
く

ま
も
な
き
に
、
目
に
及
ぶ
限
り
霧
の
海
と
な
り
、
し
げ
り
た
る
森
は
嶋
の
ご
と

し
、
木
々
の
梢
は
ふ
ね
に
似
た
り
、
二
条
の
金
城
、
九
条
の
塔
、
海
上
に
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

み
て
雲
を
つ
ら
ぬ
く
」
と
、
言
わ
れ
た
そ
の
浄
土
的
な
自
然
環
境
や
、
或
は
ま

た
こ
の
地
が
光
悦
以
来
本
阿
弥
家
給
地
と
し
て
「
作
言
」
で
あ
っ
た
経
済
的
特

　
　
　
　
　
⑳

権
と
相
ま
っ
て
、
そ
こ
に
居
侮
す
る
京
都
町
衆
や
法
華
僧
に
と
っ
て
、
こ
の
鷹

ケ
峰
は
彼
等
の
支
配
す
る
い
わ
ば
自
治
圏
で
あ
り
、
宗
門
宗
義
の
信
仰
的
帰
結

た
る
現
世
の
浄
土
一
寂
光
土
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
換
言
す
れ

ば
、
法
華
経
に
よ
る
か
か
る
統
一
圏
は
、
宗
門
の
理
念
で
あ
っ
た
後
述
す
る

「
釈
尊
御
領
」
を
、
現
世
に
顕
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

③＠＠＠＠

「
上
野
殿
後
家
尼
御
返
築
」
。
「
昭
和
定
本
日
蓮
聖
入
遺
文
」
一
巻
三
二

八
頁
－
三
二
九
頁
。

「
檀
越
某
御
返
事
」
。
前
掲
書
二
巻
　
四
九
三
頁
。

「
守
護
国
家
論
」
。
前
掲
書
一
巻
一
二
九
頁
。

「
報
恩
抄
」
。
前
掲
書
二
巻
一
二
四
八
頁
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
私
見
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
　
「
仏
敦
史
学
」
第

六
巻
一
号
一
二
頁
鳥
少
昭
酬
。
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⑥＠＠＠＠＠⑫＠＠＠＠＠
佐
藤
良
氏
著
創
元
選
書
「
光
悦
の
芸
術
村
」
。
　
正
木
篤
二
氏
著
「
本
阿

弥
行
状
記
と
光
悦
」
二
〇
八
頁
一
二
二
一
頁
参
照
。

「
本
阿
弥
行
状
記
」
第
五
二
段
。

光
悦
会
縦
「
光
悦
」
一
九
九
頁
t
二
〇
八
頁
。
正
木
篤
二
氏
譜
「
本
阿

弥
行
状
記
と
光
悦
」
二
｝
二
頁
－
二
一
九
頁
参
照
。

同
系
図
は
山
城
片
岡
文
暑
（
京
大
影
写
本
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

立
本
寺
所
蔵
鉄
灯
寵
銘
。

楽
家
文
書
。
年
月
日
欠
光
悦
書
状
（
吉
左
宛
）
、
　
年
欠
正
月
十
六
日
光

悦
書
状
（
ち
ゃ
わ
ん
や
吉
左
宛
）
。
　
妙
覚
寺
墓
地
の
二
代
常
慶
の
墓
碑

に
、
　
「
寛
永
十
二
亥
五
月
廿
九
日
特
赦
院
常
慶
日
繁
居
士
」
と
あ
る
。

佐
野
家
に
つ
い
て
は
林
屋
辰
三
郎
氏
の
研
究
が
あ
る
。
同
氏
著
「
中
世

文
化
の
基
調
」
二
六
九
一
二
七
一
頁
参
照
。

「
に
ぎ
は
い
草
」
巻
下
。

佐
野
家
墓
地
が
立
本
寺
に
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

竜
馬
軸
扮
氏
「
灰
屋
並
脚
台
」
（
「
史
林
」
六
巻
四
号
所
収
）
参
昭
…
。

「
に
ぎ
は
ひ
草
」
巻
下
。

「
雍
州
府
誌
」
陵
墓
門
、
　
「
慈
光
院
搭
」
の
項
。
光
悦
寺
墓
地
の
日
達

墓
碑
銘
。

⑱
⑲
「
本
阿
弥
行
状
記
」
第
五
二
段
。

＠＠⑳

釈
元
政
記
「
蓮
永
寺
日
乾
伝
」
。

光
悦
寺
境
内
に
あ
る
常
題
目
講
衆
の
供
養
塔
の
表
に
「
常
題
目
講
開
由

由
信
院
日
長
」
と
、
ま
た
左
側
に
「
常
業
題
目
草
創
明
暦
元
乙
未
年
十

月
八
日
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
光
悦
）

元
政
著
「
太
虚
捲
記
」
に
「
翁
之
曾
孫
光
債
素
篶
仏
、
切
分
扁
其
地
｝
喜

＠＠＠＠＠
唱
導
」
云
々
と
あ
る
。

「
本
阿
弥
行
状
記
」
第
五
二
段
。

元
政
著
「
太
虚
港
記
」
。

同
書
、
十
五
頁
一
十
七
頁
参
照
。

「
本
阿
弥
行
状
記
」
第
五
二
段
。

光
悦
寺
文
警
、
　
（
延
宝
七
年
）
、
十
月
廿
三
日
、
光
伝
口
上
雲
写
。

よ／s

　
以
上
に
於
て
は
、
京
都
町
衆
の
法
華
信
仰
を
い
わ
ば
そ
の
内
側
よ
り
眺
め
て

考
察
し
て
来
た
が
、
最
後
に
こ
れ
を
外
面
よ
り
と
ら
え
れ
ば
、
彼
等
の
法
華
信

仰
或
は
そ
の
凝
結
で
あ
っ
た
寂
光
土
鷹
ケ
峰
は
、
そ
れ
が
存
在
し
て
い
た
近
世

封
建
社
会
と
如
何
に
関
連
し
消
長
し
て
行
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
に
は
ま
ず
、
法
華
宗
が
内
包
し
た
国
家
観
乃
至
政
治
理
念
に
つ
い
て
考

え
ね
ば
な
ち
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
私
見
を
述
べ
た
こ
と
も
あ
る
の

で
、
詳
し
く
は
省
略
す
る
が
、
こ
れ
を
端
的
に
云
え
ば
、
現
実
の
国
土
は
一
木

一
草
に
至
る
ま
で
そ
の
根
源
的
所
有
権
は
釈
尊
に
所
属
す
る
「
釈
尊
の
御
領
」

で
あ
っ
て
、
こ
の
釈
尊
御
領
に
住
す
る
一
切
衆
生
の
本
質
的
身
分
は
神
祇
・
封

建
領
主
を
も
含
め
て
釈
尊
の
所
徒
で
あ
り
、
現
実
の
封
建
領
主
の
統
治
権
が
宗

門
に
よ
っ
て
全
く
無
条
件
に
首
肯
さ
れ
る
の
は
、
彼
等
が
釈
尊
の
本
懐
で
あ
る

正
法
一
法
華
経
に
帰
依
し
、
す
べ
て
の
致
治
的
権
威
が
正
法
に
完
全
に
帰
結
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

れ
る
場
合
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
政
治
理
念
の
理
論
的
根
拠
は
、
法
華
経
に
み
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え
る
「
今
此
三
界
砦
是
我
有
、
其
中
衆
生
悉
是
吾
子
」
の
文
言
で
あ
っ
て
、
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
’
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

蓬
は
、
　
「
知
昌
法
華
経
一
陽
は
此
文
を
可
レ
知
也
」
と
述
べ
、
法
華
経
帰
依
の
本

質
的
理
解
が
、
こ
の
政
治
理
念
の
理
解
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
な
る
こ
と
を

説
い
て
い
る
。

　
こ
の
日
蓮
の
政
治
理
念
は
、
日
溜
或
は
日
親
の
意
識
の
中
に
強
く
影
響
し
、

殊
に
は
後
藤
一
門
の
帰
依
し
た
妙
覚
寺
日
奥
の
不
受
不
施
理
論
を
支
え
た
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

的
基
礎
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
江
戸
幕
府
の
不
受
不
施
派
弾
圧
が
一
応
成

功
し
、
そ
し
て
宗
内
よ
り
こ
の
不
受
不
施
理
論
が
略
々
掃
診
さ
れ
た
寛
文
頃
ま

で
の
法
華
宗
に
は
、
こ
の
日
蓮
の
政
治
理
念
が
本
来
的
性
格
を
も
つ
て
、
多
少

と
も
存
続
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
政
治
理
念
は

家
康
に
よ
っ
て
御
用
教
学
と
し
て
勉
摂
さ
れ
た
朱
子
学
の
そ
れ
と
対
比
す
る
と

き
、
全
く
異
質
・
対
照
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
従
っ
て
、
前
述
し
た
近
世
初
頭
の
町
衆
信
者
が
、
そ
の
信
仰
の
内
面
豹
深
度

に
お
い
て
日
巡
御
督
す
な
わ
ち
宗
義
の
本
質
的
理
解
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と

を
併
撮
す
れ
ば
、
か
か
る
中
世
的
法
華
宗
の
政
治
理
念
は
彼
等
の
法
華
信
仰
に

七
二
し
、
彼
等
が
存
在
し
た
近
世
封
建
社
会
に
対
し
て
、
幕
府
管
守
た
る
不
受

不
施
理
論
の
支
持
、
幕
府
政
治
理
念
た
る
朱
子
学
へ
の
非
難
、
法
華
経
支
配
の

政
治
形
態
の
主
張
、
更
に
は
江
戸
幕
府
へ
の
積
極
的
参
加
一
江
戸
移
住
1
の
逡

巡
乏
、
一
連
の
反
幕
府
的
意
識
乃
至
行
動
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
行
っ
た
こ
と
は

当
然
で
あ
る
と
首
肯
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
妙
覚
寺
大
檀
越
で
あ
っ
た
後
藤
氏
は
、

留
口
・
元
乗
・
覚
乗
等
を
中
心
と
し
て
一
族
団
結
し
て
、
幕
府
弾
圧
下
の
臼
奥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
墨
黒
し
、
殊
に
勘
兵
衛
家
は
隠
れ
不
受
不
施
と
し
て
明
治
に
至
っ
て
い
る
。

幕
府
に
よ
っ
て
禁
教
さ
れ
た
日
増
の
不
受
不
施
埋
論
は
、
こ
の
後
藤
氏
よ
り
他

に
、
清
水
・
辻
氏
等
多
く
の
京
都
町
衆
信
徒
が
支
持
し
た
所
で
あ
っ
・
て
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

社
会
的
基
盤
の
｝
つ
は
実
に
洛
内
法
華
宗
信
徒
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
光
悦
の
場
合
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
彼
自
身
は
、
近
世
武
家
政
権
に
対
す
る
宗

門
最
後
の
抵
抗
で
あ
っ
た
不
受
不
施
運
動
を
直
接
外
零
し
た
事
実
は
な
い
。
だ

が
、
少
く
と
も
彼
は
、
安
土
宗
論
（
天
正
七
年
）
、
　
日
奥
の
対
馬
遠
島
（
慶
長

五
）
、
常
楽
院
日
経
の
則
…
姻
の
刑
（
慶
長
十
四
）
、
身
池
対
論
（
寛
永
七
）
と
、

法
華
宗
迫
害
の
歴
史
を
、
一
信
徒
と
し
て
身
近
に
経
験
し
見
聞
し
来
っ
た
の
で

あ
る
。
江
芦
幕
府
へ
の
光
悦
の
答
辞
は
、
幕
府
政
治
理
念
に
お
い
て
、
御
用
教

学
と
し
て
登
用
さ
れ
た
朱
子
学
に
対
す
る
批
判
と
し
て
ま
つ
表
明
さ
れ
た
。
す

な
わ
ち
彼
は
朱
子
学
に
つ
い
て
、
　
「
朱
鷺
の
儒
者
の
書
残
さ
れ
し
書
な
ど
、
高

論
も
有
之
候
と
承
り
候
へ
ど
も
、
誠
に
口
先
計
に
て
天
下
一
統
の
功
は
矯
明
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

さ
ず
、
左
候
へ
は
濡
文
も
我
朝
の
御
政
務
に
は
余
り
宜
敷
か
た
と
も
誓
事
存
、
」

と
非
難
し
、
ま
た
光
甫
か
或
は
そ
の
近
親
の
筆
に
な
る
「
本
阿
弥
行
状
記
」
七

九
段
に
は
、
林
道
春
に
つ
い
て
、
　
「
今
時
め
け
る
林
道
春
な
ど
太
子
を
そ
し
り

兼
好
法
師
の
つ
れ
づ
れ
艸
源
氏
物
語
を
そ
し
ら
る
る
が
如
き
、
薬
石
庵
が
余
風

を
疑
似
ら
る
x
事
と
、
わ
れ
わ
れ
は
お
か
し
く
こ
そ
候
へ
、
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
か
く
朱
子
学
の
政
治
理
念
を
排
斥
す
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
に
代
る
も
の
と
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近世初頭における京都町衆の法華信仰（藤井）

し
て
光
悦
等
が
意
騒
す
る
も
の
は
、
仏
法
す
な
わ
ち
そ
の
帰
依
し
た
法
華
経
に

よ
る
政
治
よ
り
外
は
な
い
。
罠
く
、
　
「
学
文
を
好
む
と
も
文
華
の
彩
文
は
用
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

べ
か
ら
ず
、
殊
に
天
下
の
政
務
に
仏
法
甚
だ
よ
ろ
し
き
に
や
、
」
或
は
「
解
釈

神
の
三
の
中
、
何
れ
を
是
、
い
つ
れ
を
非
と
も
不
二
申
候
へ
ど
も
、
我
朝
は
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

道
に
て
天
下
治
め
た
ま
ふ
事
な
り
、
」
と
。

　
ま
た
覧
永
四
年
（
㎝
六
二
七
）
元
旦
の
光
悦
自
筆
の
願
文
が
光
悦
寺
に
現
存

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
光
悦
法
華
宗
信
仰
の
内
容
は
、
　
「
多
宝
如
来
」
・

「
妙
法
蓬
華
経
」
・
「
釈
迦
如
来
」
・
「
本
化
四
菩
薩
」
・
「
天
台
大
師
」
・
「
妙

計
大
師
」
・
「
伝
教
大
師
」
・
「
日
蓮
大
土
」
・
「
六
老
僧
」
・
「
日
本
国
中
上

人
」
・
「
中
山
開
山
上
人
」
　
（
法
華
経
寺
日
祐
）
・
「
代
々
上
人
」
　
（
法
華
経
寺

代
々
住
持
）
・
「
本
法
流
罪
幽
上
人
」
　
（
目
親
）
・
「
代
々
上
人
」
　
（
本
法
寺

代
々
住
持
）
に
対
す
る
帰
依
で
あ
っ
て
、
そ
の
帰
依
の
功
徳
と
し
て
彼
が
仰
望

し
た
の
は
、
　
「
天
下
一
同
仏
法
流
布
」
・
「
臨
命
終
正
念
扁
・
「
即
身
成
仏
」
の
三

事
で
あ
っ
た
。
第
一
に
あ
げ
ら
れ
た
「
天
下
一
同
仏
法
流
布
」
は
、
彼
が
理
想

と
し
た
政
治
形
態
は
、
朱
子
学
の
政
治
理
念
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
鷹
ケ
峰
の
如
く
法
華
経
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
換
言

す
れ
ば
、
宗
門
が
理
念
と
し
た
「
釈
尊
御
領
」
の
現
実
的
顕
現
に
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。
か
も
述
べ
て
く
れ
ば
、
光
悦
の
法
華
宗
信
仰
は
、
江
戸
幕

府
に
対
し
て
は
、
　
「
私
式
の
信
心
は
只
国
恩
を
忘
れ
ず
心
の
正
直
に
悪
魔
の
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

さ
ぬ
様
に
と
信
心
仕
輸
し
と
表
明
さ
れ
て
い
て
も
、
な
お
そ
の
裏
面
に
、
江
戸

幕
府
に
融
化
し
得
な
い
性
格
を
内
包
し
て
い
た
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
ゆ

　
そ
し
て
か
か
る
光
悦
の
反
幕
府
的
な
意
識
は
、
彼
が
子
孫
に
対
し
て
本
阿
弥

家
の
歴
史
を
興
し
て
、
子
孫
の
江
戸
移
住
を
抑
制
し
、
殊
に
次
郎
左
衛
門
家
嫡

流
の
移
住
を
固
く
禁
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
明
瞭
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

曰
く
、
　
「
当
時
関
東
御
憐
慰
、
わ
れ
く
が
親
類
共
残
ら
す
蒙
り
奉
る
と
い
へ

ど
も
、
い
つ
ま
で
も
王
城
に
住
居
し
て
、
御
用
向
の
節
は
出
府
仕
る
べ
く
、
決

し
て
江
戸
表
へ
の
引
越
の
儀
ゆ
め
ゆ
め
有
べ
か
ら
ず
、
足
利
御
代
よ
り
禁
襲
様

の
御
剣
を
清
め
、
惣
て
御
用
を
勤
め
来
り
候
事
、
な
に
程
か
固
有
こ
と
に
て
候

（
中
略
）
、
是
非
引
越
被
仰
付
候
は
ば
嫡
家
は
御
出
申
、
別
家
衆
一
両
人
引
越
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

被
申
哉
、
同
じ
く
は
是
も
好
ま
ぬ
事
、
」
と
。

　
し
か
し
、
か
か
る
京
都
町
衆
信
徒
の
江
戸
幕
府
に
対
す
る
抵
抗
も
、
或
は
ま

た
彼
等
が
信
仰
の
理
想
的
集
約
と
し
て
形
成
し
た
寂
光
土
鷹
ケ
峰
聚
落
も
、
消

減
し
崩
壊
し
て
行
っ
た
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
の
理
由
の
第

一
は
、
幕
府
が
江
戸
に
概
か
れ
た
所
か
ら
来
る
経
済
的
基
盤
の
変
動
に
あ
っ
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
江
戸
幕
府
の
永
続
性
が
よ
り
確
実
に

証
明
さ
れ
、
彼
等
に
そ
れ
が
実
感
さ
れ
た
時
、
彼
等
の
と
る
べ
き
方
法
は
、
た

と
え
そ
れ
が
江
戸
移
住
と
い
う
い
わ
ば
投
機
的
習
険
性
を
伴
っ
て
も
、
近
世
封

建
社
会
へ
の
協
調
し
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
茶
屋
・
尾
形
家
の
場
合
は
、
本

阿
弥
・
後
藤
家
に
比
し
て
、
室
町
幕
府
へ
の
依
存
度
も
低
く
、
ま
た
家
職
に
お

け
る
中
世
職
人
意
識
も
薄
か
っ
た
が
故
に
、
か
か
る
協
調
は
容
易
で
あ
っ
た
し
、
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ま
た
そ
の
過
程
に
、
抵
抗
或
は
跡
躇
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
後
者
の
場
合
も

結
局
は
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
後
藤
氏
で
は
判
金
・
小
判
吹
替
の
た
め
、
慶
長

元
年
（
一
五
九
六
）
、
関
東
下
向
の
命
を
受
け
た
が
、
徳
乗
・
栄
乗
・
長
乗
は

赴
か
ず
、
名
代
と
し
て
山
崎
庄
三
郎
光
次
に
後
藤
の
姓
を
与
え
て
、
駿
府
・
江

　
　
　
　
　
⑨

戸
に
遣
わ
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
嫡
家
四
郎
兵
衛
家
も
大
坂
落
城
後
の
元
和
二

年
（
一
六
一
六
）
に
は
、
目
貫
彫
金
の
家
職
を
つ
い
だ
「
勘
兵
衛
家
」
を
京
都

に
残
し
て
、
分
銅
大
判
・
彫
物
等
の
下
命
を
蒙
っ
て
江
戸
に
移
住
し
、
　
「
将
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

家
ノ
御
用
聞
」
を
勤
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
事
は
本
阿
弥
家
の
場
合
に
於

て
も
、
彼
等
の
刀
剣
の
家
職
が
本
質
的
に
は
武
家
社
会
へ
の
依
存
に
よ
っ
て
成

立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
前
述
し
た
一
門
の
長
老
光
悦
に
よ
る
江
戸
移

住
の
抑
制
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
家
三
郎
兵
衛
家
は
光
室
の
頃
（
寛
永
頃
）
よ

　
　
　
　
　
　
⑯

り
江
戸
に
移
住
し
、
近
世
封
建
社
会
の
申
に
組
入
ら
れ
て
行
っ
た
。

　
し
か
し
彼
等
の
反
幕
府
的
な
意
識
の
消
減
は
、
か
か
る
彼
等
を
と
り
ま
く
社

会
経
済
的
条
件
に
依
っ
て
の
み
で
は
な
い
。
第
二
の
理
由
と
し
て
は
、
彼
等
の

信
奉
し
た
法
華
宗
教
義
そ
の
も
の
の
変
質
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な

わ
ち
身
熱
対
論
（
寛
永
七
年
）
以
後
、
明
治
に
至
る
ま
で
、
幕
府
公
認
の
法
華

宗
教
義
と
し
て
存
在
し
た
の
は
、
身
延
を
中
心
と
し
た
受
派
の
教
説
で
あ
っ
て
、

中
世
法
華
宗
が
内
包
し
た
教
説
と
の
本
質
的
相
違
は
、
そ
の
世
界
観
乃
至
政
治

理
念
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
身
延
久
遠
寺
日
遠
は
、

「
そ
ら
ご
と
を
そ
ら
ご
と
と
知
ら
せ
、
真
実
を
真
実
と
し
め
し
、
ま
ど
へ
る
人

を
得
道
せ
し
む
、
王
と
民
と
知
ら
ぬ
人
に
、
王
に
慮
外
の
な
き
や
う
に
、
王
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

王
と
知
ら
せ
、
民
を
民
ど
を
し
へ
ぬ
る
、
」
　
こ
と
が
教
化
の
宗
旨
で
あ
る
と
説

い
た
が
、
か
か
る
理
念
は
、
封
建
領
主
が
正
法
一
法
華
経
に
帰
依
し
た
場
合
の

み
そ
の
統
治
権
を
首
肯
し
た
前
述
の
中
世
法
華
宗
の
政
治
理
念
と
、
本
質
的
に

相
違
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
近
世
封
建
社
会
の
政
治
理
念
一
・
朱
子
学
の
政
治
理

念
の
全
面
的
な
包
摂
乃
至
は
そ
れ
へ
の
屈
服
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
光

悦
等
を
中
心
と
し
た
京
都
町
衆
の
近
世
武
家
政
権
へ
の
反
擾
意
識
が
、
精
神
的

な
意
味
で
は
、
中
世
法
華
宗
の
政
治
理
念
に
裏
付
ら
れ
て
生
じ
た
と
考
え
る
と

き
、
か
か
る
宗
門
教
説
の
変
貌
は
、
彼
等
の
反
幕
府
的
行
動
・
意
識
を
内
部
的

　
に
消
滅
さ
せ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
消
滅
の
過
程
は
、
申

吻

世
法
華
宗
の
政
治
理
念
の
最
後
的
代
弁
者
で
あ
っ
た
法
華
宗
不
受
不
施
派
の
理

論
が
、
宗
内
よ
り
払
底
さ
れ
て
行
っ
た
過
程
に
も
照
応
す
る
の
で
あ
る
。

　
筆
を
鷹
ケ
峰
に
も
ど
せ
ば
、
本
阿
弥
家
を
中
心
と
す
る
京
都
町
衆
信
徒
支
配

　
の
実
践
的
思
想
的
形
態
で
あ
っ
た
そ
の
性
格
は
、
そ
の
内
容
に
於
て
次
第
に
変

質
を
見
せ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
す
で
に
光
悦
の
殻
後
間
も
な
く
の
寛
永
丸
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
（
一
六
四
三
）
、
鷹
ケ
峰
屋
敷
地
は
叡
聞
宗
麗
な
る
も
の
と
出
入
が
あ
り
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
た
鷹
ケ
峰
共
有
文
書
に
は
、
明
暦
頃
か
ら
の
屋
敷
売
券
・
譲
状
が
多
く
み
ら
れ
、

　
こ
れ
ら
新
住
渚
は
前
述
の
「
古
図
」
に
み
ら
れ
る
諸
家
と
は
思
わ
れ
ず
、
こ
の

　
頃
よ
り
鷹
ケ
峰
聚
落
の
人
的
構
成
は
次
第
に
変
化
を
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
と
推
定

　
さ
れ
る
。
こ
れ
は
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
、
光
伝
が
幕
府
に
書
出
し
た
、
「
町
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近世初頭における京都田丁衆の法華信仰（藤井）

中
へ
も
知
ぜ
不
申
、
度
々
屋
敷
之
売
買
仕
候
、
又
ハ
借
屋
を
も
羅
申
候
、
其
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

牢
人
と
相
見
へ
導
者
な
と
も
有
之
」
、
な
る
記
事
に
よ
っ
て
も
裏
付
ら
れ
、
こ

れ
ら
異
分
子
の
移
住
は
、
塞
阿
弥
家
の
支
配
、
全
住
人
一
日
法
華
な
る
前
提
の

も
と
に
成
立
し
た
常
寂
光
土
た
る
鷹
ケ
峰
の
性
格
を
根
本
的
に
崩
壊
さ
せ
る
も

の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
か
く
て
延
宝
五
年
（
　
六
七
七
）
の
幕
府
検
地
に
よ
っ
て
、

「
家
来
筋
之
百
姓
」
等
廿
三
人
は
新
庄
屋
を
立
て
、
本
阿
弥
家
支
配
を
は
な
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

て
、
．
幕
府
代
官
所
支
配
に
な
る
こ
と
を
運
動
し
て
い
た
。

　
か
か
る
鷹
ケ
峰
の
内
部
的
変
質
は
、
前
述
し
た
彼
等
町
衆
信
徒
の
近
世
封
建

社
会
協
調
の
必
然
性
或
は
彼
等
の
信
奉
し
た
宗
義
の
近
世
的
変
貌
と
相
江
っ
て
、

鷹
ヶ
峰
の
も
つ
京
都
町
衆
信
徒
団
結
の
実
践
的
思
想
的
意
義
は
、
こ
こ
に
両
面

よ
り
そ
の
存
在
意
義
は
失
は
れ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
か
く
て
、
光
悦
の
曾
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

光
伝
は
、
　
延
宝
七
年
（
㎝
六
七
九
）
、
鷹
ケ
峰
・
・
を
自
発
晶
剛
に
幕
府
…
に
返
還
し
、

そ
の
跡
を
継
い
だ
光
通
は
、
光
悦
の
家
訓
を
破
り
、
元
禄
十
五
年
置
一
七
〇
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

よ
り
江
戸
に
移
住
し
て
幕
府
御
用
を
勤
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
本
阿
弥
一
族
の

鷹
ケ
峰
放
棄
と
江
戸
移
住
は
、
禁
裡
御
用
を
主
と
し
て
幕
府
御
用
を
従
と
し
て

い
た
同
家
の
職
業
形
態
の
変
化
や
、
或
は
同
家
の
幕
府
権
力
へ
の
全
面
的
屈
服

依
存
を
意
味
す
る
に
止
ら
ず
、
，
他
面
で
は
近
世
初
頭
の
京
都
町
衆
の
法
華
的
団

結
の
終
止
符
で
あ
り
、
更
に
換
言
す
れ
ば
、
京
都
町
衆
の
思
想
の
中
で
中
世
末

以
来
、
申
心
的
位
置
を
占
め
て
い
た
法
華
信
仰
が
、
彼
等
の
思
想
の
中
に
実
質

的
生
命
を
失
い
、
且
つ
そ
れ
臼
身
の
歴
史
酌
意
義
の
終
焉
し
た
こ
と
を
も
示
し

た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

①
　
拙
稿
「
法
華
宗
．
不
受
不
施
派
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
日
本
史
研
究
三
六

　
　
号
十
八
頁
－
廿
五
頁
参
照
。

⑨
　
　
「
戒
体
郎
身
成
仏
義
」
、
前
掲
霞
一
巻
一
四
頁
。
　
（
傍
点
箪
者
）

③
前
掲
拙
稿
、
日
本
史
研
究
三
六
号
十
八
頁
－
廿
五
頁
参
照
。

④
同
感
、
冊
三
頁
i
惜
四
頁
参
照
。

⑤
同
右
、
冊
二
頁
参
照
。

⑥
「
本
阿
弥
行
状
記
」
第
廿
四
段
。

⑦
同
右
、
第
七
九
段
。

⑧
同
右
、
第
一
〇
七
段
。

⑨
岡
右
、
第
廿
二
段
。

⑩
　
　
「
本
阿
弥
行
状
記
」
第
八
十
段
。

⑪
　
林
屋
辰
三
郎
氏
著
「
中
世
文
化
の
基
調
」
二
六
八
頁
参
照
。

⑫
前
掲
後
藤
家
図
「
遠
藤
後
藤
系
図
伝
付
祐
乗
以
来
系
図
一
帖
副
」
。

⑭
　
　
「
本
阿
弥
行
状
記
」
第
五
一
段
。

⑭
　
日
遠
著
「
千
代
見
草
」
　
（
「
近
世
仏
教
集
説
」
所
収
）
。

⑮
　
　
「
隔
糞
記
」
、
寛
永
三
年
四
月
廿
五
日
、
同
六
月
十
一
三
条
に
、
「
吉
権

　
　
赴
蓬
田
中
蒔
因
也
、
本
阿
弥
光
悦
屋
敷
之
出
入
依
有
之
、
其
子
細
故
赴

　
　
宗
因
也
」
、
「
今
度
千
束
之
屋
敷
之
出
入
二
付
本
阿
弥
光
甫
被
申
分
物
語

　
　
也
」
と
見
え
る
（
下
方
｛
三
浦
圭
一
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）
。

⑯
同
文
省
は
旧
鷹
峰
町
役
場
所
蔵
。
現
在
京
大
国
史
研
究
室
に
寄
贈
せ
ら

　
　
れ
て
い
る
。

⑰
⑱
⑲
　
「
光
悦
寺
文
書
」
。
（
延
宝
七
年
）
十
月
廿
二
日
付
「
本
阿
弥
光
儀

　
　
口
上
欝
写
」
。

⑳
　
　
「
本
阿
弥
次
郎
左
衛
門
家
伝
」
　
（
「
改
定
史
籍
集
覧
」
十
六
所
収
」
）
。
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　　　　　　　　The　Holeke（法華）Faith　of　Maclaisyit（町衆）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　early　in　the　Edo　Era

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Manabu　Fujii

　　This　article　explains　（1）　the　faith　form　of　the　Hofeke　（法華）　faith

of　I（yoto　Machisyit（町衆）early　in　the　Edo　era，（2）how　their　faith

connects　with　their　lives　and　senses；　as　examples　for　this　we　take

the　Hon－amis（本阿弥），　Kanos（狩野），σoオ6s（後藤），　Ogatas（尾形）

Chayαs（茶屋），　Sanos（佐野）and　so　on，　who　are　the　typical　upper

．Machisyit　in　Kyoto，　relatives　with　eaeh　other　under　the　influence　of

・sectarian　regulation，　and　their　families　have　faith　in　Hokke．　The

飾競召temples　existed　3s　a　spiritual　support　of　their‘‘S6go肋” D（血族）

solidarity，　stood　for　the　pattern　of　real　life，　understood　logically　its

doctrine　and　sent　higher　priests　within　their　families　；　whil．e　一71a7achispti“i

engaged　in　enlightening．

　　Tahαgamine（鷹峰）in　northern　K：yoto　ruled　and　managed　by　the

ffon－amis．（本阿弥）was　the　concourse　of　artists　and　Hofeke　devotees，

meaning．形質640（寂光土）（paradise　in　this　world）and　connoting　the

character　of　anti－Shogunate，　culminated　in　dissolving　into　the　Edo

era　because　of　the　social　and　eeonomic　conditions　under　whlch　it

existed　and　change　in　the　ffofefee・　creed．

　　　　　　　　　The　Oda一　Toツotomi’s（織・豊）Rule　of　Cities

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fukutaro　Nagashima

　　It　is　dithcult　for　us　to　understand　our　Japanese　cities，　for　they

have　very　much　of　rural　element．　　‘‘S6，’（惣）　as　a　autonomous

community　of　inhabitants　became‘t　S6”（惣）towns　under　the　in且u－

ence　of　common　sense　and　objective　in　cities，　though　their　contents
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
．are　considerablY　complex．　Such‘‘86”（惣），　under　the　light　of　feuda1

．a．　uthority，　did　not　unanimously　resist　it，　but　took　a　complicated　reac一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（616）


